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私達が日々の生活を営むなかで、かと未来の事を想うと同時に、遠い先祖が

いつ頃からこの地方に定着したのか、或いは、どの様な住居で暮らし、また、

何を生産していたのかなど、想いは弥生や縄文、或いは、それ以前の先土器時

代に遡ることができます。

平成 4年 1月 に開始 した安田地内ゴルフ場建設予定地の埋蔵文化財試掘調査

は、伯太町で初めて出土した弥生時代の上器や墓をはじめ、古代の住居跡まで

数々の貴重な遺跡や遺物が発見されました。

これらを記録し、まとめたものが本報告書であります。

皆さんが、この報告書により少しでも埋蔵文化財を含め、先人の残 した文化

財に関心を寄せて戴 くことが出来れば幸です。

最後になりましたが、この試掘調査に計画から調査、そして、執筆まで携わ

り御協力頂きました関係各位に対し厚くお礼申し上げ序文といたします。

平成 4年 7月

伯太町教育委員会

教育長  野 々村術泉
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1。 本書は、伯太町安田地区内に計画されたゴルフ場予定地に伴う試掘調査報告書である。

2.本書に収載した遺跡名は、字名をとって命名したものである。

3.分布調査体制は以下の通りである。

調 査 指 導  丹羽野 裕 (島根県教育庁文化課)
内田 律雄 (島根県教育庁文化課)
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事 務 担 当  花田 明巳 (伯太町教育委員会社会教育係長)
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整理参加者  福田 寛子・ 遠藤 洋子 。)H本美佐子・ 松本美恵子
5.現地調査及び報告書作成にあたって、下記の方々に指導・助言をいただいた。

山本  清 (島根県文化財審議委員)・ 渡部 貞幸 (島根大学法文学部教授)
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6.本書の執筆・編集は東森 。松本・妹尾が行った。
なお、浄書については福田・遠藤 。川本が行い、松本が補足した。

7.出土遺物は伯太町教育委員会が保管している。
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第 1

伯太町大字安田から大字未明に跨る138haの 丘陵地に、ゴルフ場建設が計画された。これに

より、その予定地域、並びに周辺の遺跡について調査する必要性が生じた。伯太町教育委員会

は、とりあえず県荻育庁文化課に予備の分布調査を依頼し、平成 2年 9月 28日 に踏査が行われ

た。その結果、丘陵尾根上に古墳状の高まりが多数認められるとの回答があり、再度、計画的

な分布調査が行われた。平成 3年 1月 16日 から1月 23日 の間である。この2回の分布調査によ

り、尾根上で53基に及ぶ古墳や砦跡、数箇所の山裾部で遺物が採集された。これをうけて伯太

町荻育委員会は、県教育庁文化課と協議し、遺構の分布範囲・性格を確認することを目的に試

掘調査 (第 1次試掘調査)を行った。

現地調査は、平成 4年 1月 6日 から4月 6日 の間である。

試掘調査は、明らかに古墳と認められる所を除いた尾根上の平坦面や古墳の疑いがある高ま

り、あるいは山裾部の平坦面を中rbに トレンチによる試掘方法をとった。また、砦跡の調査に

ついては、現況でも連郭式の形態をとることが認められたが、その性格を追及する為に行った。

その結果、墳丘墓・古墳・集落跡・砦跡等多数の遺構が確認された。

第 2次試掘調査は、第 1次試掘調査でなし得なかった丘陵奥部の尾根上平坦面や山裾部平坦

面で行い、山裾部で集落を確認した。平成 4年 5月 29日 から6月 29日 の間である。

なお、今回の試掘調査は伯太町では初めての大規模なものであり、その成果も多大なものと

言える。

(妹尾秀樹)

第 2章 位 置 と 環 境

伯太町は北は安来市、東はP取県西伯町、南はP取県日南町、西は広瀬町及安来市、と接す
る。その中心を伯太川及びその支流がながれ、それをはさむようにして成立 した沖積地が居住

区をなしており、遺跡も主としてこの低地及び河岸段丘上に立地する。その中にあって特色の

ある地形は井尻地区の比婆山と赤屋地区の上の台で、比婆山はかつてのイザナミノミコトの神

陵伝説地であり、上の台は標高330mの高地であるが多数の後期古墳が群集する所として知ら

れている。

遺跡は弥生時代以降、特に古墳時代において多数分布するが、伯太町を形成する安田、母里、

井尻、赤屋の四地区をみると前二者と後者でいささか異なり、古墳時代後期において横穴式石

室を有する古墳から点在するのは井尻地区より奥で、安田、母里地区では横穴式石室は余りみ

られず、箱式石棺、横穴が主体をなしている。また前方後円墳についてみると、いずれも安田、

垂早 経の査調 緯
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母里地区に所在し、安田地区に4基、母里地区に14基を数える。規模は全長で38mか ら■mと

小さいが地域の首長墓として考えるべきであろう。

ところで、ここで安田地区をみると周知の遺跡では田面崎遺跡の弥生時代中期にはじまり、

中山横穴等の古墳時代後期に終る。特に中山横穴からは圭頭大刀が出土しており、実用の馬具

残欠もあって注目される所である。そして安田中の長尾古墳から出土した須恵器器台は古式に

属し、すでに川原和人氏によって報告されているが、朝鮮半島との関係が深いものとして注目

される。

今回調査の対象になったゴルフ場予定地には分布調査の結果、中世以降の鉢伏城跡、カウカ

ツ古墳群、高広古墳群等が所在することが明らかとなった。中でもカウカツE-1の 1号墓は

弥生時代後期の方形の四隅突出型墳丘墓で、墳頂部に吉備の立坂型特殊土器をともなっている。

また、高広谷遺跡は階段状に斜面を加工し集落を形成していて注目される。古墳時代初頭から

8世紀に及が。

今回はいずれもトレンチ調査であり、しかも古墳と明らかにわかるものは除いているが以上

のごとく、これまで明らかとなった当地の古代を知る遺跡が周知のもの以外に明らかとなった

ことは大きな意義がある。

(東森市良)
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挿表 1 伯 太 町 遺 跡 一 覧 表

1 カ ウ カ ツ 遺 跡 御 戸 古 墳 群 47 上 稲 田 古 墳

2 高 広 遺 跡 丸 山 古 墳 横 屋 丸 山 古 墳

3 高 広 谷 遺 跡 坊 床 横 穴 群 49 矢 原 古 墳

4 小 赤 は だ 古 墳 群 宮 内 古 墳 群 50 唐 樋 宅 裏 古 墳 群

5 鉢 伏 城 遺 跡 長 尾 古 墳 群 上 塚 田 古 墳

6 丹 部 遺 跡 29 大 森 神 社 遺 跡 垣 の 内 遺 跡

7 真 の 谷 古 墳 城 山 古 墳 群 上 の 台 遺 跡

8 穴 ケ 峠 古 墳 極 楽 寺 山 古 墳 群 塚 田 古 墳

長 田 八 幡 宮 横 穴 御 殿 山 古 墳 岩 屋 谷 古 墳 群

金 掘 古 墳 群 招 古 墳 群 56 日 向 尾 根 古 墳

髭 焉 古 墳 群 御 笠 古 墳 群 日 向 峰 古 墳 群

虫 尾 遺 跡 釜 谷 古 墳 群 58 森 木 峰 古 墳 群

文 珠 山 古 墳 群 佐 古 横 穴 群 小 松 伏 古 墳 群

御 崎 山 古 墳 37 井 戸 古 墳 群 天 神 堀 古 墳 群

長 田 古 墳 五 反 田 古 墳 群 61 穴 畑 峰 古 墳 群

16 中 山 横 穴 中 山 古 墳 群 小 丸 子 山 古 墳 群

田 面 崎 遺 跡 40 亀 遊 山 古 墳 群 の ろ 山 古 墳

横 手 古 墳 神 官 寺 古 墳 群 比田啓二郎氏裏横穴

19 石 堂 古 墳 群 守 納 古 墳 群 赤 屋 城 山 古 墳 群

20 替 地 遺 跡 43 正 平 塚 古 墳 66 中 ぞ ね 古 墳

石 堂 横 穴 群 さ こ 谷 古 墳 下 十 年 畑 遺 跡

東 塚 古 墳 座 王 古 墳 群

赤 は だ 古 墳 群 岩 屋 が 平 古 墳

挿表 2 調査区周辺第Ⅲ系日本平面直角座標値一覧表

P.A -69700.000 +101400,000

P.B -68500.000 +101400.000

P.C -69100.000 +101400.000

P.D -67300.000 ■ 102000.000

P.E -67900.000 +102000.000

P.F -68500.000 +102000.000

P.G -69100.000 +102000.000

P,H -69700.000 +102000.000

P.I -67300,000 +102600.000

P.」 -67900.000 +102600,000

P.K -68500.000 +102600.000

P.L -69100.000 +102600.000

P,M -69700,000 +102600.000

PoN -67300.000 +103200.000

PoO -67900.000 +103200.000

P,P -68500 000 +103200.000

P.Q -69100.000 +103000.000
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彗送吃辞音谷珠

谷 (C区 )

”　　∝”弦∞皓］」

S=1:10,000
o                       500m

―
――――ゴルフ場建設計画ライン

・  古 墳

挿図 2 伯太町安田地区調査区域並びに日本平面直角座標値位置図
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第 3章  分 布 調 査 の結 果

1.調 査 の 目 的   伯太町大字安田から未明にかけてゴルフ場の建設が計画されたの

で、その区域内の遺跡の調査に必要が生じた。

2.調 査 の 区 域   造成予定地約138ヘ クタールの区域内の丘陵尾根を主として一部

斜面に及ぶ踏査を行った。

3.調 査 の 期 間   平成 3年 1月 11日 ～ 2月 18日

4.調査の結果判明 した留意点
地形や道筋から全体をABCDEFGHの 8ブ ロックに分け、留意点を記する。

(1)A区は、かなりの部分が造成され現地形が変わっているが、尾根部分は造成に当たって、

未調査部分があるので トレンチを入れるか、表土を削って遺構の有無を確認する必要がある。

(2)B区は、古墳が尾根上に並ぶ地域で、C区西側と並んで注意を要する区域である。

古墳の時期 tよ、中期 (5世紀)以降のものと考えられ、径約10m、 高さ 1～ 1.5mの小規模

のものが中Jbであるが、現在確認できる33基以外の墳墓の存在が考えられるので、調査に当たっ

ては十分注意されたい。また、草木が茂っていて確認できない尾根もあるのでこれについての

注意も必要である。

(3)C区は、丘陵の西側部分が未明集落に接する所で、この部分にB区尾根筋と同様の古墳密

集状況が見られる。そしてこの部分の古墳群は、長さ20mの今回確認し得た当地域唯―の前方

後円墳を含む規模の大きな古墳群である。

できれば、工事区域ライン上にあるので、尾根を外して支障のない程度に内側に施行ライン

を持っていくことが望ましい。また、北側の未確認尾根についてもB区と同様の配慮が必要で

ある。

なお、遺物採取地 (イ )Vこついては、集落の可能性もあり注意を要する。

(4)D区は、草木が茂って確認されていた部分は西端部のみであるが、微妙に工事区域からは

ずれている。しかし、D-1が あることからすると造成区域を含めた尾根については下草を刈

り払い雑木の伐採の後再度注意して確認する必要がある。

(5)E区は、B区より連なる古墳群と、F区の中心をなす標高146mの鉢伏城の関連遺構のみ

られる所から注意を要する区域である。

(6)F区は、鉢伏城の本体とその関連遺構を中心とし、標高110m～ 150mを測る。

この遺構は、連郭式山城で中世のものと考えられるが、この部分の調査は、測量及び発掘に

ついてはかなり広範囲に及ぶものと思われる。
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なお、この種の山城の調査は稀有であるので、いずれにしても注意を要する。

(7)G区、H区については遺構が確認されていないが、尾根筋や旧道を中心とした調査を欠い

てはならない。

9.結  び
今回の部分調査は、雑木、草木が茂っている状態で行っているので、自然と道のある薪や尾

根筋に限られ、斜面や山裾の調査については十分といえない。遺跡、遺構のあるなしにかかわ

らず、造成及び侵入路等の対象となる区域については、下草を刈り払った段階で再度の踏査を

挿表3 分布調査結果一覧表 ①

番 号 種 備 考 番 号 種 備 考

△ 該当なし B-18 古 墳 ? 墳径 6m。 墳高 lm弱

B-1 近世墓 石 B-19 古 墳 墳径 9m・ 墳高 lm弱

B-2 古 墳 墳径12m・ 墳高 lm弱 B-20 古 墳 墳径10m・ 墳高 lm

B-3 古 墳 墳径1l m・ 墳高約■5m B-21 古 墳 墳径6.5m・ 墳高 lm弱

B-4 古 墳 墳径12m・ 墳高約1.5m B-22 古 墳 墳径 9m・ 墳高 lm

B-5 古 墳 ? 墳径12m・ 墳高約 2m B-23 古 墳 ? 墳径 6m。 墳高 lm弱

B-6 古 墳 墳径 9m B-24 古 墳 墳径 5m・ 墳高 lm弱

B-7 古 墳 墳径 6m・ 墳高約 lm B-26 古 墳 墳径 7m・ 墳高約 lm

B-8 古 墳 ? 墳径 6m・ 墳高 lm弱 B-27 古 墳 墳径 7m・ 墳高 lm

B-9 古 墳 ? 墳径 7m。 墳高 lm B-28 古 墳 ? 墳径 6m・ 墳高 lm弱

B-10 古 墳 墳径 5m。 墳高 lm B-29 古 墳 墳径 7m・ 墳高1.5m

B-11 古 墳 墳径1l m・ 墳高 lm B-30 古 墳 墳径 7m・ 墳高 lm強

B-12 古 墳 墳径 6m。 墳高 lm B-31 古 墳 墳径 6m・ 墳高 lm強

B-13 古 墳 墳径13m。 墳高 2m弱 B-32 古 墳 墳径■m・ 墳高1.5m

B -14 古 墳 墳径1l m・ 墳高 lm B-33 古 墳 ? 墳径1l m。 墳高 lm弱

B-15 古 墳 墳径10m・ 墳高 lm B-34 古 墳 ? 墳径 7m・ 墳高 lm

B-16 古 墳 墳径 9m・ 墳高 lm B-35 遺 物 散 布 地 住居跡の可能性大

B-17 古 墳 墳径1l m・ 墳高 lm
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必要とする。例えば、B区の南、A区と接する谷あいの暖斜面等は、集落立地としては格好の

ものであり、遺物採取地 (ハ )や (B-35)は要注意である。
また、横穴や無墳丘の上壌墓の存在についても注意すべきであるう。

以上、現段階での分布調査について報告し、埋蔵文化財について細心の注意を持って今後事

業が推進されるよう希望するものである。

(東森市良、江川幸子)

挿表4 分布調査結果一覧表 ②

番 号 種 備 考 番 号 種 備 考

C-1 古  墳 墳径12m。 墳高 2m弱 D-1 古  墳 墳径 9.m・ 墳高1.5m

C-2 古  墳 墳径10m・ 墳高 lm弱 D-2 古  墳 墳径1l m。 墳高2m

C-3 古  墳 墳径 7m・ 墳高 lm D-3 古  墳 墳径 6m・ 墳高 lm強

C-4 古  墳 墳径 9m。 墳高 1～ 2m D-4 古  墳 墳径 9m・ 墳高 lm強

C-5 古  墳 墳径75m・ 墳高 lm弱 E-1 堀 切 ?

C-6 古  墳 墳径 8m。 墳高 lm弱 E-2 古  墳 墳径 8m・ 墳高1.5m

C-7 古  墳 墳径 7m・ 墳高 lm弱 E-3 陸  橋 長さ約 5m

C-8 古  墳 墳径■m・ 墳高 2m E-4 丘頂平坦面 加工段有 り

C-9 古  墳 墳径12m・ 墳高 2m E-5 丘頂平坦面・堀道

C-10 古  墳 墳径■m・ 墳高 lm弱 F-1 鉢 伏 城 中世山城

C一 H F-2 鉢 伏 城 中世山城

C-12 古  墳 墳径 6m・ 墳高 2m G-1 土   塁 幅2m。 高さ2m・ 全長約20m

C-13 古  墳 墳径 8m。 墳高 2m H 該当なし

C-14

C-15 古  墳 墳径 5m・ 墳高 lm

C-16 古  墳 墳径 8m・ 墳高 lm イ 遺物散布地 土師質土器小片 1片

C-17 古  墳 前方後円墳・全長20m 遺物散布地 弥生土器片 2片

遺物散布地 土師質土器小片 1片

ホ 五 倫 塔 崩  壊
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第 4章 調 査 の 概 要

安田地区試掘調査は、ゴルフ場建設の計画に先立ち、遺構の分布範囲の確認を目的に、平成

4年 1月 上旬から4月 上旬まで第 1次調査を、平成 4年 5月 下旬から6月 下旬まで第 2次調査

を行った。調査状況は、第 1次が トレンチ総数86本 (挿表 5。 6・ 10・ 12・ 14ト レンチー覧表)

で延べ平面積約650ポ。第 2次が トレンチ総数20本 (挿表16ト レンチー覧表)で延べ平面積約

200ポの試掘調査である。

第 1次試掘調査

① カウカツ遺跡では、弥生時代後期の四隅突出型墳丘墓や古墳時代終末期の古墳、掘立柱

建物跡、中世の堀切等を確認し、丘陵尾根上に展開する古墳群や小規模な集落等が所在する事

が窺えた。なお、今回の試掘調査では、弥生時代後期の墳丘墓は 1基のみの確認に留まってい

る。遺物は弥生土器・須恵器が出土している。

② 高広遺跡は、丘陵尾根上に展開する古墳群であるが、現況では古墳として捉えることが

できない低い凸地も古墳の可能性がある事が推定された。遺物は弥生土器・須恵器の細片が数

個出土している。

③ 高広谷遺跡は、谷奥の丘陵腹部から裾部にかPraて立地するが、O区・E区で弥生時代終

末期の竪穴住居跡や掘立建物跡、古墳時代後期の上羨墓等を確認し、特に集落の規模は平坦面

が及が所は大半がその範ちゅうに含まれるものと推定された。遺物は弥生土器・土師器・須恵

器・鉄器が出上している。

④ 小赤はだ古墳群は、丘陵尾根上に点在するが、古墳の他に古墳時代以降の集落が所在す
る可能性が窺えた。遺物は須恵器・陶器が出上している。

⑤ 鉢伏城遺跡では、大小合せて18の郭や古墳時代中期の土壊墓、さらに、それ以前と思わ

れる土拡 (貯蔵穴)を確認 し、急峻な山上に中世砦城跡や、古墳時代中期の墓地、それ以前の

小規模な生活の場が所在する事が窺えた。遺物は土師器・須恵器・鉄器等が少量出土している。

第 2次試掘調査

第 2次試掘調査では、第 1次調査でなし得なかった丘陵頂部平坦面 (5箇所)と、丘陵枝尾

根上で遺構の分布範囲の確認に努めた。その結果、丘陵頂部平坦面では遺構、遺物は確認でき

なかったが、丘陵枝尾根上 (丹部遺跡)では、中腹部で秀生時代後期の竪穴住居跡や古墳時代

前期の上羨等を確認し、小規模な集落が所在する事が窺えた。遺物は弥生土器
。上師器・須恵

器が出土している。なお、今回の試掘調査では、斜面部の調査は現況では困難であり、横穴墓

等の確認はできなかったが、高広谷遺跡 。小赤はだ古墳群 。円部遺跡にはその可能性はあるも

のと思われた。

(松本 哲)
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第 5章

第 1節 カウカツ遺跡

カウカツ遺跡は標高106mを 最頂部とし、主軸を南北にもつ丘陵尾根上に立地する。丘陵頂

部は平坦で、東西に最大で20m程の尾根幅をもつが、幅狭な所では10m前後である。この丘陵

は侵食作用を受けた様相を呈し、西側斜面は急峻である。

なお、水田との比高差は85～ 82mで、西側の眺望は良好である。本遺跡の地質を概観すると、

基盤岩は吸灰岩で風化か著しく、軟岩Ⅱ類以下の角礫化ないし粘質化が進んでいる。また、基

盤岩の直上には赤褐色ロームが堆積している所もある。検出した遺構は、四隅突出型墳丘墓 1

基、古墳4基、掘立柱建物 1棟、堀切 1条等である。遺物は弥生土器・須恵器が出土している。

なお、本丘陵の南西側に降る枝尾根上には数基の古墳状の高まりが認められる。以下は遺構を

確認した トレンチのみ、その結果を概述する。

第 1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6ト レンチ (挿図4～ 8)

標高102mを測る丘陵頂部の小さな高まりに設定した。尾根幅は10m程 の所である。その結

果、 1～ 6Tで、四隅突出型墳丘墓 1基、これを切り込んだ掘立柱建物跡 1棟、堀切 1条等を

検出した。遺物は弥生土器・須恵器が出土している。

第10・ 12ト レンチ (挿図 9)

第 1～ 6-Tで秀生墳丘墓を確認した為、周辺の古墳状の高まりも、その可能性が推定され、

10・ 12-Tは丘陵主軸線に直行する形で東西に設定した。その結果、墳丘墓は確認できなかっ

たが、古墳時代後期と推定される径10m未満の古墳 1基と埋土中に炭化物を多量に含む土拡 1

基を検出した。遺物は古墳盛土直上で須恵器細片を検出したが、図化できなかった為、時期は

明確ではない。

第13・ 14・ 15ト レンチ (挿図10)

丘陵最高所に位置し、丘陵主軸線に平行する不整長方形状の平坦面がみられる。現況でも数

基の古墳状の高まりが認められるが、 1-Tで検出した堀切の関連施設を想定し、また、14、

15-Tは弥生墳丘墓の所在する可能性を求め、周濤部に設定した。その結果、13-Tでは、法

面と思われる遺構が、14、 15-Tで墳丘墓は確認できなかったが、古墳時代と推定される径10

m前後の古墳 3基を検出した。なお遺物は全く出土していない。

(松本 哲 )

まとめ

カウカツ遺跡では、丘陵尾根上で、弥生墳丘墓や数基の古墳・掘立柱建物跡・堀切等を検出

したが、カウカツE-1の 1号墓を中心にまとめとする。

結の
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カウカツE-1の 1号墓

1.立  地
標高102.710mの 丘陵頂部に立地し、水田との比高差は82mあ る。本墳丘の南側には中世の

堀切と思われる法面と7世紀後半と考えられる濤とピットが掘り込まれた平坦面が接している。

また、北側にも8世紀初頭の遺構が切り込まれている。

墳丘墓は丘陵の最高部 (標高106.880m)か ら北側にゆるやかに傾斜する中尾根幅一杯を利

用して構築されている (挿図 4)。

2.墳  丘
残存部で南北は突出部を含めて推定6.5m、 東西は推定11.4mあ る。墳頂部の高さは盛上で

約70cHlあ る。地山の上は一層で表上下10cm内外で遺物 (土器)が検出された。また、西側法面

では凝灰岩の石列が確認された。他の部分は確認されていない。ただ南東部突出部では地山の

削り出しがみられ、これを突出部と考えることができる。東側、西側はともに平坦面や石列を

みない。これよりすると南側の二隅が突出し、ゴヒ側については後世の遺構によって削平された

と考えられ、四隅突出型墳丘墓であることは明らかである。

3.遺  物
出土した遺物は墳丘中央部の表土上や表上下の盛土から弥生土器が検出されている。その検

出範囲は2× 2mで、なお残存している可能性が十分ある。少なくとも3分の 1に当たるであ

るう。

また、これらの上器と共に確認された長方形の板石 (安山岩で27× 20clll)は地山に接してお

り、土器にともなったものと思われる。棒状のすり石を墓壊上面にすえる類例は安来、意宇平

野、簸川平野にもある。

土器はいずれも土圧で壊れており (挿図 7)、 かなりのものが周辺に散らばっている状況で

ある。今後残る約 3分の 1の範囲の上器片をとりあげることによって考慮したい。 土器は、

復元できるものについてみると、吉備の立坂型の特殊重と特殊 (小型)器台、山陰の的場式器

台であるが、吉備の上器は、口縁部は沈線と三角形の鋸歯文でかざり、胴部に2～ 3条の突帯

(たが)を めぐらしている。壷は 3個体、器台は 8個体が復元できるが、他はいずれも細片

(特に胴部)で復元不可能である。地元の土器は的場式鼓型器台 1個体で、あとは奏、小形器

台、壷等があるが、赤褐色の胎土からして婆地方の上器とはいいがたく、やはり吉備を考える

べきであろう。吉備の上器の所見については宇垣氏の見解があるのでそれにゆずり、各土器の

詳細は観察表にゆずることとする (挿図 8・ 挿表 5・ 6)。 これらの上器以外の遺物は今の所検

出されていない。

―-12-―



4.ま  と め
以上のように不十分な調査ながら、吉備の特殊壷と器台を墓装上面に副葬する例が四隅突出

型墳丘墓でふえたことと、立坂型=的場式という組合せは、すでに西谷 3号墓で確認されて為

り、それが当地でみられることは注目されてよい。しかも在地の土器を吉備の土器が量的に上

回る点は能義、意宇平野では例をみない。これまで能義平野で出土するものをみると、多くの

在地の土器の中に吉備の上器が点在するのみであった (長曽、鍵尾土壊墓群 )。 ところがそれ

は完全な祭祀用土器とはいいがたかったのであるが、本墳丘墓にみられる状況は、規模こそ異

なっているものの西谷 3号墓と同時期に、この安田の地でも首長が吉備との交流をはじめてい

ることが明らかとなった。西谷墳墓群は斐伊川水系を考えねばなるまいが、本墳丘墓の場合は

明らかに日野川水系をたどるということで考えねばなるまい。いずれにせよ本墳丘墓の提示 し

ている問題は多いといえよう。なお、時期であるが、弥生時代後期後葉とみて良い。

(東森市良)

5.カ ウカツ E-1の 1号墓出土特殊土器類観察所見
1.出土の土器片は、茶禍色を呈し、また、胎土中に多量に角閃石粒を含んでおり、吉備の特
殊器台の胎土と全 く同一である。

2.文様、器形の諸特徴、製作手法等も吉備の資料と全く一致している。
こうした点からみて、これらの上器は、吉備産の特殊土器であることが確実である。1)製品

が搬入された、2)二人が吉備から粘土をたずさえて出雲に来て製作 した、そのいずれかと思わ

れるが、これについては今後の検討課題である。

当該資料は小形特殊器台と特殊壷であり、大形の特殊器台は含んでいない。また、資料の12

は小形の器台、15は甕で、これらも吉備産と判断できる。これらの上器は第 1型式・立坂型の

新段階に位置づけられ、現在発掘調査継続中の西谷 3号墓の特殊器台と同時期とみられる。

特殊器台・特殊壷の出土遺跡はこれまでに74遺跡 (本例を除く)が知られているが、そのう

ちの66遺跡は吉備 (岡山県・広島県東部)に所在 している。出雲においては出雲市西谷墳丘墓

群 (2号・ 3号・ 4号 )、 同矢野遺跡、安来市臼コクリ遺跡につづき4例目の出土であるが、

日コクリ遺跡では破片 1片のみであり、出雲東部においてはじめてのまとまった資料といえる。

弥生時代後期後半における出雲と吉備の政治的関係を考えるうえできわめて重要な資料である。

(宇垣匡雅 )

―-13-―
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① 茶褐色腐植質粘質上。

② 淡赤茶褐色粘質上に地山小礫混り。(墳丘盛」

③ 葉褐色粘質上に地山粗礫混り。
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H==105.20m

H=104.00

H=103.00

9① 9 ⑩

①黄茶褐色～茶褐色腐色質土。(表土)

②黄茶褐色粘質土。

③茶褐色粘質土。

①茶褐色粘質上に地山小礫点在し、ややしまる。

③黄茶掲色粘質上に地山小礫混り。

③地山礫質土。(流土)

⑦③とほぼ同じ。
③赤茶褐色粘質上でしまる。一SD-01埋土

③茶褐色腐植質上に地山小礫混り。一SK-01埋土

⑩赤褐色～茶褐色腐植質粘質土。(表土)

思票棗亀芭尋書二借班仕禁痕壱i,了
三十墳丘盛土

⑬赤策褐色粘質土。

①明赤茶色粘質上に地山小礫混り。一墳丘盛土

〇暗赤茶掲色上に地山小礫混り。SB-01 カウカツE-1の 1号墳
H=101.00

H=100,00

8熊鼈縫聟甜与!棋混り。―r駈趾

8票奈福琶絶唇圭F拙島」!鉢
点在。

⑩黄茶褐色腐植質粘質上。
⑪ 赤茶撮色粘質上に地山礫点在。

② 赤褐色上に地山礫点在。

④ 赤褐色粘質土。

S-1:100
0                      5m

T-5

S-1:100
0                      5m

①茶侶色腐植質土。(表土)

②赤茶褐色粘質上に地山小礫混り。(墳丘盛上流土)

①茶褐色粘質土

H=100,00

H=99.00

挿図 5 第卜2。 3・牛5ト レンチ遺構図
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て
止
馨
Ⅷ
為
委
―
一
―
ァ 処

沌
2 ぺ 伊`
3

ラ
ノ
送
も
6

O 
  
  
  
  
  
S=
=1
 :
 4
  
  
  
  
  
 2
0c
m

0

<<
<謂
__
__
_>
1

S=
1:
4

(＼

こヽ 三三
よ■B「
J'
17

ё
― 囀 μ ／ヽ ヽ 中 囀 ―

0

. 
1二
  
涯
圭
垂
壬
ゴ
==
五

里
12

■
二 こ れ
、

O 
  
 S
=1
 :
 3
  
  
10
cm

挿
図
8 
第
卜
2・
3・
4ト
レ
ン
チ
(カ
ウ
カ
ツ
E-
1の
1号
墓
)出
土
遺
物
実
測
図

16



SK-02

①褐色腐植質粘質土。

8罐 銚 粘雖 酎 綿 り。― r駈
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挿図 9 第10ト レンチ (左 )

O  S-1:100  3m

第12ト レンチ (右)遺構図
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①褐色腐植質(粘質土)

①灰褐色腐植質粘質土。
②褐色土。(古墳周濤埋土)
③明褐色土。(地山)

①暗褐色腐植土

§写三
g簿
忌歳糧じりの褐丹

古墳周溝埋土

第14(中 )・ 第15(下 )ト レンチ遺構図
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挿
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カ
ウ
カ
ツ
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
①
(カ
ウ
カ
ツ
E-
1の
1号
墓
出
土
弥
生
土
器
)

器
 
種
器 号

土 番
挿
図
図
版
取
上
番
号
法
 
量

徴
特

態
形

上
の

手
法
上
の
特
徴

土
胎

成 存

焼 保
調

色
出
土

位
置

弥
生
土
器

特
殊
壷

l
76
・
6
復
口
径

25
 0
cm

復
胴
径

(最
大
)

38
 0
cl
l

口
縁
部
。
胴
部
。
底
部
。
口
縁
部
は
複
合
口
縁
で
,内
傾
し
て
立
ち
上
が
り
,

上
端
部
は
角
張
る
。
下
端
部
は
水
平
方
向
に
突
出
す
る
明
瞭
な
稜
を
も
つ
。
外

面
に
ク
シ
描
平
行
沈
線
を
施
し
た
後
,金
属
工
具
に
よ
る
小
型
の
複
合
鋸
歯
状

の
施
文
を
上
下
2列
に
配
し
, 
こ
の
施
文
の
横
位
置
に
同
じ
く
金
属
工
具
に
よ

る
下
垂
す
る
沈
線
を
施
す
。
こ
れ
ら
の
施
文
を
口
縁
帯
に
交
互
に
巡
ら
す
も
の

と
思
わ
れ
る
。
胴
部
に
は
2条
の
断
面
「
コ
の
字
」
状
の
突
帯
を
貼
り
付
け
る
。

上
位
の
突
帯
に
は
4条
の
平
行
沈
線
,下
位
の
も
の
に
は
3条
の
平
行
沈
線
を

施
し
,そ
れ
ぞ
れ
の
突
帯
の
上
方
に
は
金
属
工
具
に
よ
る
鋸
歯
状
の
施
文
を
巡

ら
す
。
底
部
は
平
底
。
内
外
面
に
丹
塗
り
。

外
面
ヨ
コ
ナ
デ
。

内
面
口
縁
部
ヨ
ヨ
ナ
デ

,

月 同
甚 “

肖
Jり
。

他
は
風
化
の
為
調
整
不
明
。

l 
mm
径
の
角
閃
石
多

量
に
含
み
密
。

良
 
好
亦
偶
e～
亦
余
衛

色

l―
T

弥
生
土
器

特
狭
言

2
胴
部
。
烈
点
文
, 
ク
シ
描
平
行
沈
線
を
巡
ら
す
。
下
方
に
は
,断
面
三
角
形
状

の
突
帯
を
貼
り
付
け
る
。

面 ＾

内 田

風
化
の
為
調
整
不
l 
mm
径
の
角
閃
石
多

量
に
合
み
密
^

良
 
好
赤
茶
渦
色

1-
T

7/
Jヽ
生
主
喬

特
殊
=

3
83
・
51

1只
】同
往

(最
大
)

36
 4
cm

胴
部
。
端
面
に
3条
の
ク
シ
描
平
行
沈
線
を
施
し
た
,断
面
「
コ
の
字
」
状
の

突
帯
を
貼
り
付
け
る
。
突
帯
の
上
方
に
平
行
沈
線
,突
帯
の
下
方
に
接
し
て
羽

状
の
流
支
 
鋸
歯
状
の
加
マ
を
《
つ
ハ

面 面 ｏ

外 内 明

ヨ
コ
ナ
デ
。

風
化
の
為
調
整
不

l 
mm
径
の
角
閃
石
含

み
密
。

艮
 
好
赤
茶
禍
色

1-
T

弥
生
土
器

特
殊
器
台

4
7 8

49
。
52
復
口
径

(推
定
)

34
 5
cl
l

受
部
。
複
合
状
口
縁
帯
tよ
内
傾
し
て
立
ち
上
が
る
。
上
端
部
は
欠
損
。
下
端
部

は
斜
下
方
に
鋭
く
突
出
す
る
稜
を
も
つ
。
外
面
に
ク
シ
描
平
行
沈
線
を
施
し
た

後
,金
属
工
具
に
よ
る
鋸
歯
状
の
施
文
。
内
面
の
段
は
明
瞭
。

口
縁
部
内
外
面
ヨ
コ
ナ

そ
の
他
は
風
化
の
為
調
整
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明
ハ
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角
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石
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量
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受
部
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複
合
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口
縁
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立
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に
立
ち
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が
り
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端
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は
丸
味
を
も

つ
。
下
端
部
は
斜
下
方
に
突
出
す
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明
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な
稜
を
も
つ
。
外
面
に
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条
の
ク
シ

描
平
行
沈
線
を
施
し
た
後
,金
属
工
具
に
よ
る
鋸
歯
状
の
施
文
。
内
面
に
段
を

も
つ
ぉ

内
外
面
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
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mm
径
の
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閃
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細
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点
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T
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器
台

6
7 8
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口
径
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定
)

33
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cm

受
部
。
日
縁
上
端
部
欠
損
。
複
合
状
日
縁
の
下
端
部
は
や
や
斜
下
方
に
突
出
す

る
稜
を
も
ち
,端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。
外
面
に
ク
シ
描
平
行
沈
線
を
施
し
た

後
,鋸
歯
状
の
施
文
。
内
面
に
明
瞭
な
段
を
も
つ
。

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
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そ
の
他
は
風
化
の
為
調
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明
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量
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密
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好
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T
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土
器

特
殊
器
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7
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復
口
径

35
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cm
受
部
。
榎
合
状
日
縁
〒
は
,や
や
肉
傾
し
て
立
ち
上
が
る
。
上
端
部
は
欠
損
。

下
端
部
は
斜
下
方
か
ら
水
平
方
向
へ
突
出
す
る
明
瞭
な
稜
を
も
つ
。
外
面
に
ク

シ
描
平
行
沈
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を
施
し
た
後
,金
属
工
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に
よ
る
小
型
の
鋸
歯
状
の
施
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内

面
に
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器
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器
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8
26
・
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仮
底
律

35
 5
cm

脚
台
部
。
榎
合
状
底
縁
帝
を
も
つ
脚
台
部
は
1逆
く
の
字
」
状
に
緩
く
屈
曲
し
,

直
立
気
味
に
下
り
,端
部
は
九
く
お
さ
め
る
。
上
端
部
に
は
斜
上
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に
尖
が
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気
味
に
延
び
る
稜
を
も
つ
。
外
面
に
ク
シ
描
平
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沈
線
を
巡
ら
し
た
後
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属

工
具
に
よ
る
鋸
歯
状
の
文
様
を
施
す
。

内
外
面
ヨ
ヨ
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デ
。

l 
mm
径
の
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石
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。
白
色
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。
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色
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器
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殊
器
台

10
2

侠
瓜
偉

35
 6
cm

脚
台
部
。
榎
合
状
底
縁
帯
を
も
つ
脚
台
部
は
1逆
く
の
字
」
状
に
緩
く
屈
曲
し
,

直
立
し
て
下
り
,端
部
は
丸
味
を
も
つ
。
上
端
部
に
は
斜
上
方
に
尖
が
る
稜
。

外
面
に
ク
シ
枯
平
行
沈
練
^鋸
歯
状
の
流
支
を
ヽ
つ
ハ

内
外
面
ヨ
コ
ナ
デ
。

l 
mm
径
の
角
閃
石
多

量
。
白
色
徴
細
砂
粒

点
在
し
密
。

良
 
好
赤
茶
禍
色

1-
T

弥
生
土
器

特
殊
器
台

10
11

復
底
径

37
 0
cn

脚
台
部
。
複
合
状
底
縁
帯
を
も
つ
脚
台
部
は
「
逆
く
の
字
」
状
に
屈
曲
し
,外

傾
し
て
下
り
,端
部
内
面
に
強
い
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
る
段
を
も
つ
。
上
端
部
の
や

や
斜
上
方
に
突
出
す
る
稜
は
角
張
り
,端
面
に
1条
の
沈
線
を
巡
ら
す
。
外
面

に
ク
シ
描
平
行
坊
線
。

内
外
画
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
lm
径
の
角
閃
石
多

量
。
白
色
微
細
砂
粒

点
在
し
密
。

良
 
好
茶
禍
色
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表
6 
カ
ウ
カ
ツ
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
②
(カ
ウ
カ
ツ
E-
1の
1号
墓
出
土
弥
生
土
器
)

器
 
種
器 号

土 番
挿
図
図
版
取
上
番
号
法
 
量

上
徴

特
の

態
形

手
法
上
の
特
徴

土
胎

成 存

焼 保
調

色
出
土

位
置

弥
生
土
器

特
殊
器
台

11
11

優
展
径

33
 0
cm
脚
台
部
。
複
合
状
底
縁
帯
を
も
つ
脚
台
部
は
「
逆
く
の
字
」
状
に
屈
曲
し
,外

傾
し
て
下
り
,端
部
で
短
く
直
立
気
味
と
な
り
,端
面
tま
平
坦
。
上
端
部
の
水

平
方
向
に
突
出
す
る
稜
は
角
張
り
,端
面
に
3条
の
ク
シ
描
平
行
沈
線
を
巡
ら

す
。
外
面
に
ク
シ
描
平
行
沈
線
ハ

内
外
面
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

l 
mm
径
の
角
閃
石
多

量
。
白
色
微
細
砂
粒

点
在
し
密
。

艮
 
好
赤
茶
禍
色
1-
T

弥
生
土
器

小
形
器
台

10
6・
10
8
仮
径

(推
定
)

15
 2
cm

受
部
。
上
端
が
欠
損
す
る
受
部
は
,核
合
状
口
縁
帯
を
も
ち
,直
立
気
味
に
短

く
立
ち
上
が
る
と
思
わ
れ
る
。
下
端
は
鋭
く
斜
下
方
に
突
出
す
る
。
外
面
に
2

条
の
凹
線
。
(風
化
の
為
浅
く
不
明
瞭
)

内
外
面
ナ
デ
。

1蜘
径
の
角
閃
石
均

質
的
に
合
み
密
。

良
 
好
赤
褐
色

1-
T

弥
生
土
器

鼓
形
器
台

42
・
88

10
9
底
径
14
 4
c
n

受
部
と
脚
台
部
。
受
部
口
縁
部
は
欠
損
。
受
部
は
大
き
く
外
反
し
な
が
ら
立
ち

上
が
り
, 
日
縁
部
に
向
け
て
器
壁
は
薄
く
な
る
。
接
合
部
と
の
境
に
tよ
明
瞭
な

段
を
も
つ
。
脚
台
部
は
,接
合
部
と
の
境
に
明
瞭
な
段
を
も
ち
,据
部
に
向
け

て
「
ハ
の
字
」
状
に
下
る
。
脚
端
部
と
の
境
に
も
明
瞭
な
段
を
も
ち
,端
部
は

直
立
し
,先
細
り
と
な
る
。

覚
部
,脚
台
部
と
も
風
化

の
為
調
整
不
明
。

1～
2 
mm
径
の
白
色

砂
粒
を
含
み
,や
や

密
。

良
 
好
次
貢
渦
色
1-
T

弥
⊆
土
希

8
1

復
径

13
 0
cm

日
縁
部
～
口
頸
部
。
口
縁
部
は
複
合
口
縁
で
や
や
外
傾
し
て
立
ち
上
が
り
,端

部
は
肉
薄
と
な
り
尖
が
り
気
味
。
下
端
部
の
稜
は
明
瞭
で
あ
る
が
内
面
の
段
は

あ
ま
い
。
口
頸
部
は
緩
や
か
に
「
く
の
字
J状
に
下
る
。

口
縁
部
～
口
顕
部
内
外
面

ナ
デ
。

肩
部
内
面
肖
‖
リ
ハ

l 
mm
径
の
角
閃
石
均

質
的
に
含
み
密
。

良
 
好
茶
褐
色

1-
T

弥
生
土
器

甕

7 8

保
口
往

16
 6
cm

口
縁
部
～
頸
部
。
日
縁
部
は
複
合
口
縁
で
,直
立
し
て
立
ち
上
が
り
,端
部
は

や
や
丸
味
を
も
つ
。
下
端
に
は
や
や
斜
下
方
に
突
出
す
る
断
面
三
角
形
状
の
稜

を
も
つ
。
外
面
に
平
行
沈
線
が
残
存
す
る
。
日
縁
部
内
面
の
段
は
明
瞭
。
頸
部

は
「
Cの
字
」
状
に
屈
曲
す
る
。

口
縁
部
～
壊
部
内
外
面

ヨ
ヨ
ナ
デ
。

肩
部
外
面
ヨ
コ
ハ
ケ
。

肩
部
内
面
肖
」
り
。

内
外
面
に
丹
塗
り
ぅ

lm
径
の
角
閃
石
多

量
。
白
色
微
細
砂
粒

点
在
し
密
。

良
 
好
赤
褐
色

1-
T

カ
ウ
カ
ツ
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跡
出
土
遺
物
観
察
表
(そ
の
他
の
出
土
土
器
)

器
 
種
器 号

土 番
挿
図
図
版
取
上
番
号
法
 
量

形
態

上
の

特
徴

手
法
上
の
特
徴

胎
土

成 存

焼 保
色

調
出
土

位
置

命 蓋
思
察 芥

8
11

復
日
径

(推
定
)

15
 0
c
m

口
縁
部
～
天
丼
部
の
破
片
。
日
縁
部
は
直
立
気
味
に
下
り
,短
め
。
天
丼
部
は

平
坦
面
を
な
し
,中
央
に
環
状
の
つ
ま
み
が
付
く
と
思
わ
れ
る
。

天
丼
部
外
面
ヘ
ラ
削
り
,

以
下
口
縁
部
ま
で
回
転
ヨ

ヨ
ナ
デ
。

内
面
回
転
ヨ
コ
ナ
デ
ハ

l 
mm
径
の
自
色
砂
粒

を
含
み
密
。

良
 
好
濃
灰
色

l―
T

器 魃
恵 型
炊 小

17
8

ll
択
底
倫

4 
6c
m
底
部
の
破
片
。

外
面
回
転
ヨ
ヨ
ナ
デ

,

ヘ
ラ
削
り
,底
部
中
央
に

板
目
痕
と
ヘ
ラ
記
号
。

内
面
回
転
ヨ
コ
ナ
デ
。

l 
mm
径
の
自
色
砂
粒

を
含
み
密
。

良
 
好
濃
灰
色

1-
T



挿表 7 カウカツ遺跡 トレンチー覧表

トレンチ番号 規模 長さ×幅(m) 出 土 遺 構 出 土 遺 物

T-1 6.7 × 1.0
2.5 × 1.0 薄 弥生土器,須恵器

T-2 13.2 × 1.0 堀切,濤, ピット 弥生土器

T-3 7.2 × 1.0 墳丘墓,貼石 弥生土器

T-4 7.5 × 1.0

T-5 2,9×  1.0

T-6 2.8 × 0.6
2.9 × 0.6 墳丘墓,貼石

T-7 4.8 × 0.8 須恵器

T-8 4.6 × 0.7

T-9 × 0.6 古墳盛土

T-10 5.6 × 1.0 古墳,上城

T-11 6.0 × 1,0

T-12 4.0 × 1.0 古墳盛土 須恵器

T-13 5,95×  1.0 犬走状遺構

T-14 × 0,7 古墳周濤,土羨

T-15 4.5 × 古墳周膳,濤状遺構

T-16 × 0,7 古墳周濤

T-17 犬走状遺構
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第 2節 高 広 遺 跡

高広遺跡は、標高72～76を測る丘陵尾根上に展開する古墳群であり、現況で12基の古墳状の

高まりを確認している。中には方墳と思われるものも3～ 4基みられる。水田との比高差は約

50mで、北から南西にかrIて の眺望は良好である。本遺跡の地質を概観すると、基盤岩は凝灰

岩で、所々赤色ロームが被覆している。試掘 トレンチは、 1～ 7-Tで弥生墳丘墓の所在する
可能性を求め、現況方墳と思われる高まりに設定 した。その結果、頂部が削平された方墳の可

能性が推定されたが、やはリトレンチ範囲の制約の為、明確ではない。遺物は弥生土器細片 2

個と須恵器細片 1個が出土しているが、図化できなかった。 8～13-Tは幅 7～ 8mのやせ尾

挿表 8 高広遺跡 トレンチー覧表

トレンチ番号 規模 長さ×幅(m) 出 土 遺 構 出 土 遺 物

T-1 × 古 墳

T-2 9.4 × 1.0 弥生土器,須恵器

T-3 7.0 × 1.0 古墳, ピット

T-4 6.2 X l.0 古 墳 弥生土器

T-5 6.0 × ″

T-6 6.0 × 0.8 ″

T-7 3.0 × 1.5

T-8 11.3 × 1.0 古墳盛土,周濤

T-9 8.8 × 1.0

T-10 3.0 × 1.0 古墳盛土

T-11

T-12 4.5 × 1.0 ピッ ト

T-13 5.3 × 1.0

―-27-―
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根上平坦面に設定した。その結果、盛土を施した削平面を確認した。なお遺物は全く出土して

いない。

(妹尾秀樹)

第 3節  高 広 谷 遺 跡

高広谷遺跡は調査区の関係からO区とE区、さらにS区に分害」した。

O区は谷奥の丘陵腹部から裾部に階段状に2段のテラス地形が連接する所に立地する。水田

との比高差は15～ 10mを測る。本遺跡の地質を概観すると、基盤岩は細粒安山岩である。丘陵

裾端部は、この安山岩質大礫から小礫が混在した赤褐色粘質土が堆積し、この上層面が地山を

形成している。検出した遺構は竪穴住居跡 1棟・掘立柱建物跡 1棟・土羨 1基等である。遺物

は須恵器・鉄器等が出土している。なお、今回調査対象外となった本丘陵東側中腹部には、大

規模な凹地がみられ、古墳時代後期の須恵器片が表採されている。この凹地の露出した土層断

面には黄褐色の大山松江降下軽石層が厚 く堆積 しているのが観察できる。なお、 3～ 8-Tは
等高線に沿って、 1～ 4-Tは十字型に設定した。最高所に設定 した 5-Tか ら最低所に設定
した 1-Tま でを水平距離でみると約25mを測る。以下は、遺構を確認した トレンチのみ、そ
の結果を概述する。

第 1・ 2・ 3・ 4ト レンチ 丘陵裾部の現況、竹林で削平地の様相を呈す所に十字型 トレンチ
を設定した。遺構は雨落とし濤と思われるもの 1本を検出したが、遺物は全く出土せず時期は

不明である。

第 6ト レンチ (挿図13) 丘陵腹部で標高42.5m前後を測り、現況は 2段の階段状の地貌を

呈す上段のテラス部に平行して設定した。このテラス部は東西長約30m、 南北長約 4～ 7mの

平面三日月状を呈す。遺構は山側に土媛 1基 (袋状貯蔵穴で上面が後世削り込まれている。)、

その南側に近接 して竪穴住居跡 1棟 (検出面では多角型プランと推定される。)を検出した。

遺物は全く出土しなかった為、時期は明確にできないが、その形態から弥生時代終末期頃の竪

穴住居跡と、これに関連 した貯蔵施設と思われる。なお、下段のテラス部に設定した 7-Tで
は、遺構は確認できなかったが、 7世紀中頃の須恵器外身18が出土している。

第 8ト レンチ 7-Tの 北側でやや凹地を呈す所に、等高線に沿って設定した。遺構は段状
遺構 1基と、この床面と埋土を掘 り込んだ土羨墓 1基 (長辺22m、 短辺0。 9m、 深さ0.25m)

を確認した。遺物は段状遺構埋土中から7世紀中頃の須恵器不身19が、土羨墓からは須恵器細

片 。鉄鏃が出土している。なお、これらの新旧関係は、土層観察から土羨墓が新しい。

第 9ト レンチ (挿図15) 6-Tを 設定した同じテラス部 (6-Tの東側)に等高線に直交
する形で設定 した。遺構は山側と谷側に側濤を巡らすと推定される建物跡 1棟を検出した。山

側の側濤は壁際からわずかに離れて掘 り込まれており、柱穴は最大規模のもので、径0.5m、

深さ0.5mを測る。遺物は全く出土しなかった為、時期は不明である。また、 トレンチ範囲の
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[[国彗

ヽ じ
／≦



サブトレンチ

H=43,20m

H=38.00m

H=42.00m

挿図13 第 6ト レンチ遺構図

①葉掲色腐植質粘質土
②茶色粘質土
③索色粘質上に地山礫混り。
④地山風化土
⑥晴褐色粘質土。

一⑥褐色土。
② 茶桐色粘質土に地山礫点

許

通七
「

I

③黄褐色粘質土に地山藤混比
③青灰色コロイ ド質上。

一

①茶褐色腐植質粘質土

②明茶色土

③明茶色土

(灰色コロイド混り)

④ ③より暗い地山礫やコロイ

混りの堆積土

⑤ ④より明るい堆積土

O   S=1 :3  10 cln

挿図14 第 7ト レンチ遺構図・出土遺物実測図

① 茶褐色腐植質粘質土

② 茶色粘質土

③赤茶褐色粘質土

④ 赤茶褐色粘質上に地山礫混リー倒濤埋土

⑥ ④と同じ

⑥ 茶禍色土

⑦ 葉褐色粘質土

③ 茶褐色粘質上に地山礫混り

③赤茶褐色粘質土

⑩ 葉褐色上に地山礫点在―側滞埋土

O        S=1:100 5m

挿図15 第 9ト レンチ遺構図
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①褐色薦植質土

② 暗掲色粘質と

③ 暗褐色粘質土に地山礫混り
④ 茶褐色粘質土(地山)
⑥ 褐色粘質上に地山韓,日―ム粒混り

H=32.20m

O      S~1:100      5m

―
鬱

∽

ｌ
⑫
②

Cln

|

挿図16 第 8ト レンチ遺構図・出土遺物実測図

O   S=1 :3   10cm

F-3
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制約から遺構の規模も明確ではないが、少なくとも床面が南北長 5m以上のものと推定される。
高広谷遺跡 E区

E区はO区の東側で、O区からさらに1側 m程谷奥に入った別の丘陵腹部から裾部に位置し、

緩傾斜地に、階段状に多い所で 5段の平坦面が連接する比較的安定した地盤に立地する。水田

との比高差は、18～ 7mを測る。地質をみると、O区に酷似 している。検出した遺構は竪穴住
居跡 5棟・掘立柱建物跡 2棟等である。遺物は弥生土器・土師器・須恵器が多数出土している。

なお、 1、 2、 5、 7、 8、 11-Tは標高42～28mの階段状に5段の平坦面が連接する所に、ほぼ
北東から南西にかけて斜面に沿う直線上に、 3、 4、 6-Tは等高線に沿う形で設定 した。ただ
し、 1、 2、 3、 4-Tは 十字型である。最高所に設定 した8-Tか ら最低所の11-Tま でを水
平距離でみると約45mを測る。また、10-Tは11-Tの東側約39mに、 9-Tは約55mに設定
した。いずれも丘陵裾部で 2～ 3段の階段状にテラス部が連接する最下段である。以下は、遺

構を確認した トレンチのみ、その結果を概述する。

第 1・ 2・ 3・ 4ト レンチ (挿図17・ 18) 山側に壁高0.5m程の法面と平坦面 (2～ 3° の傾
斜がつく)を もつ段状遺構と、この段状遺構の谷側に接して造られた竪穴住居跡 1棟を検出し

た。 6m未満の方形プランで、側濤は壁際を巡っている。柱穴と思われるピット1基を面検出
できたが、 トレンチ範囲の制約から、そのプランは復元できなかった。なお、前者の段状遺構
は、壁際を側濤が巡らず、法面の傾斜も比較的緩 く、平坦面に傾斜がつくことから、ここでは

谷側に接する竪穴住居跡に関連する施設として捉える事にした。遺物は土師器・須恵器が出土

している。出土遺物から竪穴住居跡の構築時期は、古墳時代中期後半のものと考えられる。

第 5ト レンチ (挿図19) 山側に壁高0.4mで傾斜のきつい壁面とピットを伴う床面を検出
した。ただし、壁際を巡る側濤は確認できなかった。建物の復元はできなかったが、竪穴住居

跡の可能性が推定される。遺物は土師器・須恵器が出土している。なお、床面直上で検出した

須恵器有蓋高芥37は、山本編年I期の特色を示す。

出土遺物から、古墳時代中期後半の構築と考えられる。

第 6ト レンチ (挿図20) 山側に平面コの字型を呈す法面と、この法面からわずかに離れて
巡る側濤を検出した。方形プランを呈すが、山側の傾斜は急で、法面の傾斜も緩 く、山側を削

り込んで法面を造成 し、側濤を巡らした掘立柱建物跡の可能性が推定される。遺物は土師器・

須恵器が出土している。古墳時代中期末頃の構築と思われる。

第 7ト レンチ (挿図21) 山側に壁高0。 3mの法面と平坦面 (壁が焼けて赤色化しているピッ
ト1基を伴う)を検出した。竪穴住居状の建物跡と思われる。ピット直上で土師器を検出した

が、頸部から肩部にかけての破片で、時期は明確ではないが、周辺の状況からして古墳時代中

期後半頃のものと推察される。

第 9ト レンチ (挿図22) 山側に法面と、その壁際を巡る側濤と平坦面 (ピ ットを伴う)を
検出した。山川側傾斜はきつく、掘立柱建物跡の可能性が考えられる。遺物は須恵器が出土し

ている。 7世紀中頃の構築と思われる。

一-33-―



第10ト レンチ (挿図23・ 24) 山側を削り込んで法面を造成し、貼床を施し床面を平坦に整

えた竪穴住居状の建物跡 (SI-04)1棟を検出した。遺物は土師器・須恵器が出土しているが、

須恵器外蓋50、 外身 5は床面直上遺物である。この須恵器は50を上に、51を下にセットをなし、

あわさった状態で検出された。しかもこのセットの中には、松やに状の樹脂の塊がつまってい

た。現在、その材質については鑑定依頼中である。出土遺物より7世紀後半の構築と考えられ

る。

H==35.50m ① 茶褐色腐植質粘質土。(表土)
② 褐色粘質土。
③ 暗茶褐色粘質上に地山礫点在。
④ 暗褐色粘質土。一SI-01埋 土。
⑤ 茶掲色土。

O     S=1 :100      5m

挿図17 第卜2・ 3・ 4ト レンチ遺構図
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21

22

¬騒
O   S-1:3  10

26
4

予 27

25

挿図18 第 1・ 2・ 3・ 4ト レンチ出土遺物実測図

第11ト レンチ (挿図25。 26・ 27) 山側に壁高0.8mの法面と平坦面、これに接 して谷側に

竪穴住居跡 1棟を検出した。

1～ 4-Tで検出したSI-01と 同じタイプのものと思われる。遺物は弥生土器・土師器・須
恵器が出土している。なお、山側に削り込まれた法面や平坦面の上方から出土した土器の状態

からは、本遺構が廃絶した後、余り時間を経ずにこれらが投棄されたと推察される。SI-05の

構築時期は、床面直上遺物 (サブトレンチ内)がみられなかった為、明確にし得ないが、周辺

出土遺物から古墳時代中期頃と推定される。

高広谷 S区

高広谷遺跡E区の南側に所在する別の丘陵中腹部に試掘 トレンチを 2本設定したが、遺構、

遺物は全く認められなかった。

-35-
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O  S=1:100  3m

①暗褐色粘質土
②灰褐色粘質土
③褐色粘質土
④③より暗い褐色土
⑤明褐色粘質土

S=1:3
0                 10cm

氏

(|■

三三三三三三三三三

十          〉   38

挿図19 第 5ト レンチ遺構図・出土遺物実測図
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H=43.50m H=43.50m

①黒褐色腐植土
②灰褐色腐植土
③褐色上にC混り
④粘質性褐色土に黒灰色上混り

⑤明褐色上に大礫混り
②茶褐色粘質土
⑦灰褐色上に大礫混り

S=1:100
0                     5m

漕
峰  42

S=1:3
0                              15cm

挿図20 第 6ト レンチ遺構図出土遺物実測図
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まとめ

高広谷遺跡O区では、数段の階段状テラス地形を利用して、弥生時代終末期や、古墳時代終

末期～奈良期の集落跡が、E区では多い所で 5段に及ぶ階段上テラス地形を利用して、古墳時

代中期や終末期の集落がみられた。両区とも南西に細長く開けた谷間を臨む丘陵腹部から裾部

の階段状テラス地形に立地している。時期的にみても、弥生時代終末期と古墳時代中期及びそ

れ以降に営まれた集落跡であり、周辺にも同じような地形を利用して小規模な集落が点在して

いる様子が窺われる。なお、両区とも横穴墓の所在を想定して、斜面部にトレンチを設定した

所もあるが、横穴墓は確認できなかった。これは、両遺跡を形成する岩質にも起囚するものと

思われる。

(松本 哲)

Pl
P2

H=46.50m

①黄褐色腐植質粘質土(表土)

②黄茶福色粘質土

③茶偶色粘質土(やわらかい)

④福色粘質土で炭化物点在

③地山礫混り,茶禍色粘質土

炭化物を含む

⑥ ④に茶色帯びる

⑦ 地山礫混り'褐色粘質上で

やわらかい

O  S=1:100  3m

O   S=1 :3   10cm
44  ~

トレンチ遺構図・出土遺物実測図挿図21 第 7
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ら2｀とな46 
ΨP6 0P7

屯;〔毎砕
＼ミ＼卜、、

H=40.00m
① 茶福色薦植色粘質土。(表土)

② 黄褐色粘質上に地山中～大礫混り。
(堆積流土)

③ 地山。(橙色～乳白色の安山岩風化土)
④赤茶褐色粘質土(堆積土)微細礫混り。

③葉褐色粘質主(軟らかい)

⑥④とほぼ同じ

⑦⑥より明るい③よt,し まる

③軟らかい赤茶褐色粘質土

③特ピット埋土(茶褐色弱粘質とに

微細礫混り)

45

挿図22 第 9

S=1:3
o                10cln

トレンチ遺構図・出土遺物実測図
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挿図24

1

―    サブトレンチ 1却
―

H=38.00m

①l黄茶褐色膚植質粘質上に炭化物,焼土ブロックわずかに点在。
(表■)
②茶褐色粘質土に炭化物,焼土ブロック地山礫混り。
③褐色粘質土,微細炭化物,焼土ブロック点在でしまる。
④褐色粘質上で,全体に微細炭化物と焼土ブロック含む。
③地山紅色礫混り,茶褐色粘質上でしまる。
⑥茶禍色粘質土,①より多く炭化物含む。
⑦ 地山風化土混り,茶褐色粘質上でしまる。
③炭化物層。
③⑦と同じ。
⑩地山流土。
①黄褐色粘質上で地山細礫混じりでややしまる。
⑫⑩ と同じ。
⑬褐色粘質上に地山微細礫混り
①茶色粘質上に地山中～細礫混りかたい。
① 暗禍色粘質上に地山中～細礫混りややしまる。
⑮ 茶色粘質土に地山礫混り。

⑦黄褐色粘質上に地山礫点在,ややしまる。

① Oと同じ。
① ⑩と同じだが地山の大～中礫が多い。

⑩ 地山礫多量に茶色粘質土少量の貼床。

④ 黒禍色腐植質森林大山灰上に地山礫混り。

②炭化物焼土。

① 黄禍色粘質上に地山礫点在。

④ 炭化物,焼上。

④ 茶色粘質土(地山)

⑩褐色土に炭化物点在。

c茶褐色粘質土(漸移層)
⑩ 茶福色粘質土に炭化物点在。

④ 茶福色粘質土に地山微細礫混り。

O     S=1:100      5m

タ

0                  10cm

挿図23 第10ト レンチ遺構図・出土遺物実測図

〓

９

　

Ｓ

②

イ
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千        千         十
50

O    S=1 :3   10cm

笏
6⑫

H=34.80m

O S=1 :10 20cln

―

H=33.50m

① 暗褐色腐植質粘質土
(表土)

② 褐色腐植質粘質土。
(表土)

③ 黒禍色麿植質粘質土。
(やわらかい)
④ 茶褐色粘質土。 (やゃし
まる)

③ ④と同じ。

③ 所々,微細礫混じり茶褐
色粘質土。 (ややしまる)
⑦ ⑥に炭化物及び焼土細ブロ
ック混り。

③ 褐色粘質土,地山礫点在。
(し まる)
③ 責褐色粘質土で,かたくし
まる。 (微細礫混りの周堤
盛土か?)

S=1:loo
♀               甘 m

挿図25

挿図24 第10ト レンチ出土遺物実測図

⑩ ③混り

① ⑦と同じ。

⑫ 上位に地山粘土ブロックを

含む。下位は暗掲色粘質土で

で,かたくしまる。
(微細炭化物含む)

① 地山礫混り,褐色粘質土。

〇 地山ブロック(粘土)混り,
茶禍色粘質土。

① 茶褐色粘質土。

第11ト レンチ遺構図

-41-

サブトレンチ



S-1:3
0

62

15cm

挿図27 第11ト レンチ出上遺物実測図   .
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１ ５ １

挿
表
9 
高
広
谷
遺
跡
E区
出
土
遺
物
観
察
表
(1
～
11
-T
)

器
 
種
器 号

土 番
挿
図
図
版
取
上
番
号
法
 
量

形
態

上
特

徴
手
法
上
の
特
徴

胎
土

成 存

焼 保
色

調
上 置
出 位

不
  
蓋

21
12

■
4c
n

口
撼
封
`の
似
片
。
大
井
部
と
の
境
に
明
瞭
な
稜
を
も
つ
。
口
縁
端
部
外
面
は

,

や
や
外
方
に
向
け
て
尖
が
り
,内
面
は
明
瞭
な
段
を
な
す
。

憾
部
門
外
国
と
も
回
銘
ヨ
ヨ
ナ
テ
。

砂
粒
を
均
質
的
に
含
艮
 
好
灰
 
色

1-
T

奇 藍
忠
容 芥

18
12

13
 5
cm
大
オ
部
と
口
豚
部
の
飯
片
(完
形
品
の
約
1/
2残
仔
)。
日
縁
部
は
や
や
内
湾
気

味
で
外
方
に
開
き
な
が
ら
下
り
,端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。
端
部
内
面
に
は
1

条
の
浅
い
凹
線
を
巡
ら
す
。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
は
不
明
瞭
。
天
丼
部
は
平

口
稼
部
廃
外
国
口
踏
ヨ
ヨ
ナ
テ
。

天
丼
部
外
面
中
心
か
ら
の
ヘ
ラ
削
り
。
内
面
仕
上

ナ
デ
。

l 
mm
径
以
卜
の
自
色

砂
粒
を
均
質
的
に
含

み
密
。

艮
 
好
展
灰
色

ユ
ー
T

甕

便
口
径

18
 0
cm
口
豚
部
～
月
封
∫の
吸
庁
。
口
豚
部
lI
遅
4ヒ
し
た
像
含
口
檬
を
呈
し
,短
く
,や

や
外
傾
気
味
に
立
ち
上
が
り
,端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。
口
縁
部
下
端
の
稜
は

鈍
い
。
日
縁
部
内
面
の
段
は
明
瞭
で
は
な
い
。
頸
部
は
「
く
の
字
」
状
で
,肩

日
縁
罰
`,
顎
部
内
外
白
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

肩
部
外
面
ヨ
コ
ナ
デ
。

肩
部
内
面
ヘ
ラ
削
り
。

歯
。
1～
Z 
mm
往
の

白
色
砂
粒
を
粗
雑
に

含
む
。

徐
束
余
色

土
帥
器

甕
仮
口
盗

18
 8
cm
口
縁
部
仮
片
。
口
縁
罰
`は

遅
化
し
た
複
合
口
縁
状
を
呈
し
,短
く
,や
や
直
立

気
味
に
立
ち
上
が
り
,端
部
で
僅
か
に
外
反
す
る
。
口
唇
端
面
は
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く
お
さ

あ
る
^口
縁
部
内
面
の
廷
虚
 
袖
い
ョ
ョ
ナ
デ
に
と
め
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膳
^

四
外
国
と
ヽ
ヨ
ヨ
ナ
テ
。

1～
2剛
径
の
自
色

砂
粒
を
組
雑
に
含
む
。

良
 
好
貢
茶
色

ニ
ヒ
 
日m
 
君
善

攀
口
縁
部
恢
庁
。
日
縁
部
は
十
く
の
子
」
状
に
屈
曲
す
る
単
純
口
縁
で
,端
部
は

牛
細
り
″
た
ム
^

鰤
部
内
面
ベ
ラ
削
|り

I 
nm
径
以
卜
の
抄
種
晋
 
通
内
外
面
と
も
明
赤
茶

器 蓄

恵
須 芥

復
口
径
日
縁
部
と
大
井
部
の
破
片
。
天
丼
部
と
口
縁
部
の
境
に
は
明
瞭
な
稜
を
も
つ
。

日
縁
部
は
直
立
気
味
で
下
り
 
錦
部
は
尖
が
り
気
咲
で
内
面
に
砕
歩
た
十
^

口
稼
剖
`困
外
向
回
転
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

l 
mm
径
以
下
の
自
色

砂
燈
を
含
み
密
^

器 身

思
須 赤

復
口
径
立
ち
上
が
り
と
受
部
の
破
片
。
立
ち
上
が
り
は
内
傾
し
長
く
延
び
,端
部
内
面

に
は
段
力
猿
十
^琴
誌
は
捨
杵
方
に
斜
ぐ
71
1E
 r
ド
ム
^

風
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の
為
内
外
面
と
も
調
整
不
明
。

晋
 J
B
乳
灰
色

器 床

帥
上 高

風
1ヒ
の
為
円
外
口
と
も
両
望
狛ヽ
甥
。

1剛
径
以
卜
の
自
色
艮
 
射
次
貢
茶
色

土
師
器

復
口
往
コ
縁
罰
∫の
硬
片
。
口
縁
部
は
外
傾
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
単
純
口
縁
で
,上
端

蔀
成
抑
′
十
外
値
オ
ス
面
歩
よ
つ
^

日
稼
部
外
国
ヨ
コ
ナ
テ
。

日
巖
部
内
両
繕
用
‖辛
日
^

l 
hl
径
以
下
の
自
色

高
 
芥

lH
封
'。

脚
い
は
|ハ
の
子
」
抹
に
大
き
く
開
く

風
化
の
為
内
外
向
と
も
調
整
不
明
。

砂
粒
を
均
質
的
に
含

甥
笹
束
色

甕

仮
口
径

14
 8
cm
日
縁
部
吸
片
。
口
縁
部
は
短
く
外
傾
す
る
退
化
し
た
複
合
口
縁
状
を
呈
し

端
部
は
丸
味
を
持
つ
。
曰
縁
部
下
端
は
強
い
ヨ
ヨ
ナ
デ
に
よ
る
稜
を
つ
く

内
雨
の
理
ι主
不
明
謄
^

上
画 面
外 内
風
イし
に
よ
り
II
E整
不
明
。

ヨ
ヨ
ナ
デ
。

次
束
色

土
師
器
暮

優
口
径
日
縁
部
。
口
縁
罰
`は
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の
字
J状
に
屈
曲
す
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単
純
口
縁
で
外
反
し
な
が
ら

↓
ス
ト
ぶ
め
 
鶴
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向
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で
ス
大
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ス
_

口
檬
部
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外
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テ
。

留
。
1～
2 
mm
径
の

徐
東
余
色

小
 
型

復
日
径

13
 0
cI
口
縁
部
か
ら
体
部
(完
形
品
約
1/
3残
存
)。
日
縁
部
は
,外
反
し
端
部
に
向
け

て
先
細
り
と
な
る
。
頸
部
の
括
れ
は
緩
く
偏
球
上
の
体
部
に
続
く
。

画 面
外 内
ナ
デ
。

頸
部
以
下
削
り
。

1～
Z 
mm
盗
の
砂
種

を
含
み
密
。

明
衆
色

誘 赤

土 一 畠

不
 
明
拠
状
の
や
や
深
め
の
外
部
。

外
国
風
化
に
よ
り
調
整
不
明
。

内
商
□
緩
蔀
十
ギ
^

外
国
揆
礎
茶
自
色

内
面
渉
搭
白
れ

誘 雰
帥 圃
土 祇

9
13
 0
cm
株
い
Й
体
の
み
封
∫ 。
外
部
門
向
に
朱
が
猿
る
。

分
回
口
豚
罰
∫
ヨ
ヨ
ナ
ア
。
EI
I封

`′

ナ
ハ
ケ
メ

内
面
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
^

艮
 
好
浚
橙
赤
色

土
B巾
器

医
口
盗
碗
匠
剖
`～
局
台
罰
`。

風
イ
ヒ
の
為
円
外
国
と
も
調
整
コヽ
明
。

密
。
1～
2 
mm
径
の
良
 
好



挿
表
10
 
高
広
谷
遺
跡
E区
出
土
遺
物
観
察
表
①
(5
～
11
-T
)

― 占 ―

器
 
種
器 号
土 番
挿
図
図
版
取
上
番
号
法
 
量

形
態

上
特

徴
手
法
上
の
特
徴

土
成 存

焼 保
色

調
土 置
出 位

器 杯 部

思 舗
察 有 芥

12
復
口
径

11
 0
cm
不
部
(完
形
品
の
約
V2
残
存
)と
僅
か
に
脚
部
が
残
る
。
立
ち
上
が
り
は
内
傾

し
,長
く
延
び
端
部
内
面
に
段
を
持
つ
。
受
部
は
水
平
方
向
に
鋭
く
延
び
る
。

底
部
は
平
坦
。
脚
部
に
は
透
か
し
孔
を
三
方
に
持
つ
と
思
わ
れ
る
が
透
か
し
孔

口
縁
部
内
外
面
回
転
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

底
部
外
面
ヘ
ラ
削
り
。

内
面
底
部
不
正
方
向
仕
上
げ
ナ
デ
。

1剛
径
以
卜
の
自
色

砂
粒
を
均
質
的
に
含

み
密
。

艮
 
好
育
灰
色

苓 身
忠
察 芥

径 ｃ
ｍ

口 お

復 ９

立
ち
上
か
り
か
ら
覚
罰
∫ ,
体
罰
`の

硬
片
。
立
ち
上
が
り
は
関
TR
し
長
く
処
び

,

端
部
は
先
細
り
で
丸
味
を
持
つ
。
立
ち
上
が
り
と
受
部
の
間
に
浅
い
凹
み
を
持
回
転
ヨ
ヨ
ナ
テ
。

砂
粒
を
均
質
的
に
含

み
密
^

限
灰
α

甕

径 ｃ
ｍ

日 Ю

復 ２
２

口
縁
罰
`の

飯
片
。
日
縁
部
は
十
く
の
字
」
状
に
屈
田
す
る
単
純
口
縁
で
,端
罰
`

は
丸
く
お
さ
め
る
。

日
縁
罰
`門

外
薗
と
も
ナ
テ
。

頸
部
内
面
肖
1り
。

石
英
を
均
質
的
に
含

み
密
ハ

余
偶
色

器 抹

土 嵩
復
口
径
椀
状
の
外
罰
∫ 。
内
外
向
に
所
々
朱
か
娠
る
。

口
縁
罰
`門

外
薗
と
も
ヨ
コ
ナ
テ
。
そ
の
他
は
風
イ
ヒ
の
徹
  
笛
。

次
明
赤
偶
色

手
づ
く
ね

12
体
部
は
球
形
。

内
面
に
指
頭
圧
痕
跡
有
り
。

密
。
1～
2剛
径
の

砂
粒
を
含
む
。

艮
 
好
次
仄
茶
色

須
思
器

33
・
36

類
部
の
み
約
1/
2残
存
。
頸
部
に
細
か
い
ク
シ
猶
波
状
文
を
施
す
。

内
外
向
と
も
ヨ
ヨ
ナ
テ
。

l 
mm
径
の
自
色
砂
紅
艮
 
野
濃
灰
色

攀

l 
mm
径
の
自
色
砂
粒

を
含
み
密
。

良
 
好
展
医
色

6-
T

類
部
門
外
国
と
も
ヨ
ヨ
ナ
テ
。
肩
封
∫ メ
ド
ヨ
ヨ
ハ
グ

メ
, 
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
メ
。
肩
部
内
面
以
下
削
り
。

笹
。 
1～
Z 
ll
m律
の

白
色
砂
粒
を
粗
雑
に

外
面
わ
ず
か
に
ス
ス

誘 善

忠
須 赤

仮
日
金
口
稼
封
`の
収
片
。
口
稼
部
門
回
に
返
り
を
持
つ
か
,遅
り
lJ
口
茄
剖
∫
よ
リ
ド
万

に
姿
出
す
る
^

内
面
濃
赤
灰
穏
缶

須
患
器
塞

復
口
径
口
縁
罰
`販
片
。
日
縁
罰
`外
薗
に
段
を
な
す
。

門
外
薗
と
も
回
転
ヨ
ヨ
ナ
テ
。

徹
  
T登
。

除
仄
日
色

土
師
器

2
口
縁
部
破
片
。

日
類
部
外
面
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
肩
部
内
白
タ
テ
ハ
ケ
メ
。
傲
細
粒
多
量
に
含
む
。
艮
 
斯
明
東
茶
色

甕
19
 0
cm

日
稼
部
利
外
国
ヨ
ヨ
ナ
ア
。

肩
部
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

み
密
。

淡
橙
責
色

10
-T

33
 0
cm

内
面
削
り
、
 
端
部
ナ
デ
^

Wi
m粒
多
量
に
含
む
。
普
 
通
外
面
黒
灰
色
10
-T

市 蓋
患
須 芥

口
 
径

12
 4
cm

器
高

大
升
部
中
央
に
往
2 
1c
mを
測
る
中
央
か
凹
ん
た
円
形
の
つ
ま
み
か
付
く
。
大

井
部
は
1段
高
く
ホ
く
ら
む
。
日
縁
端
部
は
丸
く
お
さ
め
, 
口
縁
部
内
面
に
返

り
を
持
つ
が
,返
り
の
先
端
は
日
縁
部
以
下
に
突
出
し
な
い
。

大
オ
剖
'外
国
ヘ
フ
肖
Jり
。

天
丼
部
内
面
中
央
仕
上
げ
ナ
デ
。

口
縁
部
内
外
面
回
転
ヨ
コ
ナ
デ
。

を
均
質
的
に
含
み
密
。

芥
 
身

10
 4
cm
浅
い
椀
状
を
呈
す
芥
身
で
, 
口
縁
部
は
強
い
ヨ
ヨ
ナ
デ
に
よ
り
短
く
直
立
し

端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

外
面
回
転
ヨ
コ
ナ
デ
。

底
部
外
面
中
央
は
ヘ
ラ
切
り
後
未
調
整
。

内
面
回
転
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

廣
部
内
面
中
英
什
「
げ
ナ
デ
^

l 
mm
径
の
自
色
砂
粒

を
均
質
的
に
含
み
密
。
艮
 
好
百
灰
色

10
-T

器 蔀

坐 虐

弥 馨
径 ｍ

底 ね
復 〔

底
罰

`は

半
tH
。

外
向
に
削
り
。

艮
 
好
外
向
灰
偶
色

内
雨
務
搭
苦
Ⅲ

小
型
丸

8 
4r
m

口
縁
部
～
体
溺
。
口
縁
部
は
外
傾
気
味
に
立
ち
上
が
り
端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

頸
部
の
括
れ
は
緩
や
か
で
体
部
は
球
状
。

口
縁
部
内
外
面
ヨ
コ
ナ
デ
。

体
部
外
面
ヨ
コ
ハ
ケ
。
指
頭
圧
FR
跡
。

1～
31
11
径
の
長
石

石
葵
が
粗
雑
に
含
ま
艮
 
好
茶
禍
色

11
-T

甕
29
 0
cm
口
縁
部
破
片
。
日
縁
部
は
大
き
く
外
反
し
,端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

口
縁
部
内
外
面
風
化
が
激
し
い
が
,外
面
に
は
所
々

斜
め
ハ
ケ
メ
が
見
ら
れ
る
。

1～
3 
mm
径
の
砂
粒

を
粗
雑
に
合
み
や
や
不
 
艮
次
貢
色

11
-T



― ミ ー

挿
表
11
 
高
広
谷
遺
跡
E区
出
土
遺
物
観
察
表
②
(5
～
11
-T
)

器
 
種
器 号
土 番
挿
図
図
版
取
上
番
号
法
 
量

形
態

上
特

徴
手
法
上
の
特
徴

胎
土

成 存
焼 保

色
調

上 置
出 位

甕

径 ｃ
ｍ

口 ０
復 ‐
９

口
縁
部
～
端
部
。
口
縁
部
は
|く
の
字
」
状
の
単
純
口
縁
で
,端
部
は
丸
く
お

さ
め
る
。

口
縁
部
内
舛
薗
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

頸
部
以
下
風
化
の
為
調
整
不
明
。

頸
部
内
面
以
下
肖
Jり
。

日
縁
部
内
南
に
黒
碑
右
リ
ヘ

1～
Z 
rm
佳
の
日
色

砂
粒
を
含
み
密
。

次
束
偶
也

土
師
器
奪

復
口
径
口
縁
罰
`～
月
罰
`。

口
稼
部
は
十
く
の
字
」
状
口
縁
で
外
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が

り
 
器
蔀
ι士
れ
で
ス
ド
あ
ス
_

口
稼
封
`円
外
国
ナ
テ
。

1～
2m
径
の
砂
粒
良
 
好

画 面

外 内
亦
余
価
色

朗
着
茶
魯

変
17
 0
cm

日
縁
部
～
肩
部
。
口
縁
部
は
|く
の
字
」
状
口
縁
で
外
傾
し
な
が
ら
立
ち
上
が

り
,端
部
で
強
い
ヨ
ヨ
ナ
デ
に
よ
り
外
反
す
る
。
口
端
面
は
丸
く
お
さ
め
る
。

内
商
阜

“

若
め
^外
面
ス
ス
付
善
_

口
縁
罰
`内

外
向
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

肩
部
外
面
ヨ
コ
ハ
ケ
メ
が
見
ら
れ
る
。

雀
。
 1
～
″
ll
m往
吃

白
色
砂
粒
を
含
む
。
普
 
起
次
束
余
色

甕
限
日
径

16
 9
cm
口
稼
部
か
ら
月
部
倣
斥
。 
日
稼
部
ば
|く
の
γ
」
】大
口
稼
で
瑞
罰
`に

同
か
つ
て

先
細
り
と
な
る
。

口
縁
部
内
外
向
ナ
デ
。

肩
部
～
胴
部
外
面
に
所
々
斜
め
ハ
ケ
メ
が
見
ら
れ
る
。

頸
部
内
外
面
以
下
削
り
が
見
ら
れ
る
が
,風
化
の
為

削
り
の
単
位
や
方
向
は
不
明
^

1～
3面
倫
の
ψ
桓

を
含
み
や
や
密
。

次
束
余
色

器 芥

土 一 局

59
9 
0c
m
不
罰
`(
約
1/
4残
存
)。
不
目
'内

向
は
半
坦
。
日
縁
部
は
,内
湾
気
味
に
立
ち
上

が
る
。
外
部
外
面
に
稜
を
持
つ
。

内
面
放
射
状
暗
文
を
施
す
。

微
F陛
種
所
々
に
含

み
絞
密
。

艮
 
好
橙
貢
色

器 燃

上 高
保
卿
底
後
外
底
部
～
IR
罰
∫ 。
外
罰
`は

椀
状
を
呈
す
。
柱
状
部
は
短
め
で
|ハ
の
字
」
状
に

開
く
裾
部
に
締
ぐ
^

外
面
に
所
々
失
が
殆
る

艮
 
好
次
貢
茶
色

器 芥
師
上 高

径 師

底 ｎ

脚 Ａ
脚
弾
。
性
が
封
'は

/N
l陳
翼
外
に
ド
ワ
,餌
部
lJ
 I
ハ
の
子
」
状
に
大
き
く
開
く
外
回
ナ
テ
。

aF
IE
砂
粒
を
含
み
密
。

甕

復
曰
径

31
 6
cm
大
型
餐
の
口
縁
部
～
肩
部
。
口
縁
部
は
|く
の
字
J口
縁
で
大
き
く
外
反
し
て

立
ち
上
が
り
,端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。

口
縁
罰
`内

外
向
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

肩
部
外
面
以
下
は
風
化
の
為
調
整
不
明
。

1～
」
mm
往
の
紗
柾

を
粗
雑
に
合
み
や
や

碕
京
色

話 器

中 ＋

員 型

土 甑
復
口
径
口
露
部
映
戸
。
H豚
封
il
勢
慄
気
味
に
豆
T9
上
か
り
,茄
剖
`で
直
立
し
, 
日
端
日
縁
部
内
外
向
ナ
テ
。

胴
部
内
面
に
1下
翫
め
^

間
外
国
と
ヽ
展
赤
偶

甑
型
土
器

30
 0
cm

口
稼
部
～
茄
封
∫ 。
口
稼
剖
`は
刊`
さ
く
硬
を
う
ち
な
か
ら
直
線
的
で
や
や
外
傾
気

味
に
立
ち
上
が
り
,端
部
で
器
壁
が
薄
く
な
り
,端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。
口
縁
部
内
面
ナ
デ
。

休
部
内
面
し
1下
肖
Iめ
^

白
色
砂
粒
を
粗
雑
に
艮
 a
J・
淡
橙
貢
色

■
―
T

器 善

忠
察 床

5ユ
径 ｍ

復 ψ

口
稼
部
lk
庁
。
大
汗
部
と
日
稼
凱
∫の
境
は
2条
の
四
線
で
区
別
さ
れ
る
。
門
向
口
縁
部
内
外
面
回
転
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

鰤
日
立
煙
を
含
み
管
。

薗 面

外 内
黒
灰
色

灰
Ⅲ

器 身

恵
須 然

仮
口
偉
t/
ろ
上
が
り
と
支
罰
'の

恢
庁
。
立
ち
上
が
り
は
門
隙
し
長
く
廷
び
端
部
内
面
に

は
 
明
騰
た
砕
夕
た
す
^予
蔀
ι主
繕
ト
ナ
に
証
rド
ム
^

倣
糾
砂
紅
を
含
み
緻

零
落
^

艮
 
好
灰
 
色

■
―
T

不
 
身

径 ｃ
ｍ

口 ６

仮 ９
外
身
硬
片
(完
形
品
の
約
v2
残
存
)。
立
ち
上
が
り
は
短
く
内
傾
し
,端
部
は

丸
く
お
さ
め
る
。
受
部
は
横
上
方
に
延
び
,端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。
底
部
の

器
壁
は
厚
め
。

回
稼
封
,円
外
回
と
も
回
転
ヨ
ヨ
ナ
テ
。

底
部
外
面
ヘ
ラ
切
り
後
,粗
い
ナ
デ
調
整
,板
目
痕

有
り
。

内
商
什
卜
が
■
デ
^

微
Im
砂
粒
を
含
み
緻

密
。

長
 
好

須
思
器

不
 
明

外
向
タ
テ
方
向
の
平
行
叩
き
の
後
,浅
い
カ
キ
メ
腕
削
り
狂
を
含
み
密
。
艮
 
好
浚
青
灰
色

11
-T

高
広
谷
遺
跡
O区
出
土
遺
物
観
察
表

器
 
種
土
器

番
号
挿
図
図
版
取
上
番
号
法
 
量

形
態

上
特

徴
手
法
上
の
特
徴

胎
土

成 存
焼 保

色
調

土 置
出 位

器 身
葱
徐 不

径 帥 一 局 ヽ

口 ‐
２ 器 刀

は
ほ
冗
形
品
。
立
ち
上
が
り
は
短
く
,内
傾
し
器
壁
は
肉
薄
。
受
部
は
横
上
方

へ
延
び
る
。
全
体
に
器
壁
は
薄
い
。

曰
縁
部
門
外
薗
回
転
ヨ
ヨ
ナ
デ
。
ナ
デ
調
整
。

底
部
外
面
ヘ
ラ
切
り
後
ナ
デ
調
整
。

底
部
内
面
不
正
方
向
ナ
デ
仕
上
げ
。

l 
mm
径
以
下
の
自
色

砂
粒
を
含
み
密
。

誘 身

思
須 抹

1
復
口
径
9 
8c
n
外
身
。
口
稼
罰
In
k庁
。
ヱ
ち
上
が
り
は
短
く
門
隙
し
,端
部
に
向
か
っ
て
勾
薄

′
な
る
^琴
絡
成
構
「
芳
に
74
fが
 
器
部
成
苛
咲
ル
簿
っ
^

内
外
面
と
も
回
転
ヨ
ヨ
ナ
デ
。

aF
W卿
を
含
み
密
。
艮
野
育
灰
色

8-
T

器 燃

忘 第

須 狂
保
日
佳
外
』
'奴

庁
。
口
縁
罰
`は

,外
傾
し
て
立
ち
上
が
り
,端
部
は
丸
く
お
さ
め
る
。
困
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トレソチ番号 規模 長さ×幅(m) 出 上 遺 構 出 土 遺 物

T-1 6.3 × 1.2

T-2 2.5 × 1.2 雨落し濤

T-3 4.2 × 1.2

T-4 4.0 × 1.2 雨落し濡

T-5 13.0 × 1.2

T-6 9.5 × 1.0 竪穴住居跡,貯蔵穴

T-7 6.0 × 1.2 須恵器

T-8 7.0 × 1,0 段状遺構,上羨墓 土師器,須恵器,鉄鏃

T-9 6,7 × 1.0 ピット,濤状遺構

T-10 × 0.6 須恵器

挿表12高 広谷遺跡 O区 トレンチー覧表

高広谷遺跡 E区 トレンチー覧表

トレンチ番号 規模 長さ×幅(m) 出 土 遺 構 出 土 遺 物

T-1 2.0 × 1.0 竪穴住居跡 土師器,須恵器

T-2 4.0 × 1.0 竪穴住居跡,段状遺構 土師器,須恵器

T-3 3.0×  1.0 堅穴住居跡 ″

T-4 3.55×  1.0 ″

T-5 8.0 × 1.15 段状遺構, ピット 土師器,須恵器

T-6 10.0 × 1.0 ″ ,濤 状遺構

T-7 8.8 × 1.2

T-8 6.5 × 1.2

T-9 × 掘立柱建物跡 土師器,須恵器

T-10 10.0×  1.1 竪穴住居跡 (貼床 ) ″

T-11 10.0 × 1.2 ″ 弥生土器,上師器,須恵器

高広谷遺跡 S区 トレンチー覧表

トレンチ番号 規模 長さ×幅 (m) 出 土 遺 構 出 土 遺 物

T-1 5.0 × 1.0

T-2 5.0 × 1.0
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第 4節  小赤はだ古墳群

小赤はだ古墳群は標高50m前後の丘陵枝尾根上に点在する古墳群であるが、今回の調査対象

区からは除外される為、試掘 トレンチは丘陵部の平坦面 (1・ 2-T)、 枝尾根舌状部平坦地
(3-T)、 尾根上平坦部と傾斜変換点からやや降った幅狭なテラス地形 (4・ 5-T)に 設
定した。なお、 6、 7-Tは本遺跡の南西側130～150mに位置する別の丘陵中腹部の斜面やテ
ラス地形を呈す所に設定 した。以下は遺構を確認した トレンチのみ、その結果を概述する。

第 1ト レンチ 山側で径0.4mの ピット1基を検出した。地山面は谷に向かって緩やかに傾
斜している。遺物は全 く出土しなかった為、時期は不明である。

第 2ト レンチ (挿図29) 1-Tの 西側 7mで、 1-Tに はぼ平行に設定 した。なお、 1、
2-Tと も現況竹林である。遺構は浅い落ち込みを確認した。この遺構埋土中からは、近世の
陶器が出土している。

第 3ト レンチ (挿図30) 平坦面で土壊 2基 (検出面方形プラン)と ピット1基を確認 した。

遺物は須恵器が出上している。

第 4ト レンチ 検出面楕円形状の土羨 1基を確認 したが、遺物は全く出上しなかった為、時
期、性格とも不明である。

まとめ

小赤はだ古墳群では尾根上平坦部の他に、斜面部のテラス地形を呈する所で、近世の遺構

(性格は不明)を検出したが、本遺跡の北側 (調査区域外の耕作道)で竪穴住居跡と思われる

浅い落ち込みが面で確認できた。埋土中に土師器・須恵器の細片を包合することから、古墳時

代後期のものと思われる。もともとは、斜面部のテラス地形に立地していた様子が窺われる。

これら周辺の状況から推察して調査区域内にも古墳時代の集落跡が所在する可能性はあるもの

と言える。

(妹尾秀樹 )

挿表14′!ヽ赤 は だ古 墳 群 トレンチー 覧表

トレンチ番号 規模 長さ×幅(m) 出 土 遺 構 出 土 遺 物

T-1 11.2 × 1.5 ピッ ト

T-2 5,1× 1.5 落込み 陶器

T-3 9.6 × 1.15 土壊, ピット 須恵器

T-4 7.0 × 1.0 土 療

T-5 5.5 × 1.0

T-6 6.5 × 1,0

T-7 6.0 × 1.5 ピッ ト
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H=33.50m
① 赤偶色粘質土

② 濃赤褐色粘質土

③ 暗赤褐色土

O  S=1:100  3m

O  S-1:3   10cm

挿図29 第 2ト レンチ遺構図・出土土器実測図

① 赤褐色粘質土

② 暗赤掲色土

S=1:100

)

,|ド ′
‐'‐

69

S-1:3
0                   10cm

挿図30 第 3ト レンチ遺構図・出土遺物実測図

H=39.00m
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第 5節  鉢 伏 城 遺 跡

鉢伏城遺跡は、最高所で標高143.9mを測る急峻な丘陵尾根上に立地し、その名が示す通り

鉢を伏せたような地貌を呈している。なお、水田との比高差は約120mで ある。現況でも尾根

上は平坦に削平された様子が窺われ、北側に降る枝尾根上や北東側の枝尾根上、さらに南側に

降る枝尾根上にも、その痕跡を留めている。本遺跡の地質を概観すると、山上の平坦面には赤

禍色ロームが被覆し、直下には凝灰岩がみられるが、急斜面部は侵食作用を受けた様子が窺わ

れる。試掘 トレンチは、現況では掘り下げが困難である北側に降る枝尾根上や、南西側に降る

枝尾根上を除いて、計21本を主尾根上や北東側の枝尾根上平坦面に設定した。主尾根上では、

主郭と思われる最高所の平坦面に13本、副郭と思われる階段状のテラス部に4本、ゴヒ東側の枝

尾根上平坦部に4本である。検出した遺構は郭の法面や削平された平坦面、濤状遺構、土壊墓

1基、土壊 1基等である。なお、土壊墓は古墳時代中期、土壊はそれ以前のものと思われる。

遺物は土師器 。土師質土器・鉄器が少量出上している。以下は遺構を確認した トレンチのみ、

その結果を概述する。

A区第 1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6・ 16・ 17ト レンチ (挿図34・ 35・ 36・ 37・ 41) はぼ主尾根平坦面

に設定 した。城跡に関連する施設としては、削平された平坦面と、 6-T、 17-Tで ピット数

基を検出したが、 トレンチ範囲の制約の為、建物の復元はできなかった。なお、遺物は鉄釘 1

個を検出している。 1～ 4-Tの直交する所は、現況でも凹地を呈していたが、 1-Tで は土

疲墓 (SK-02)を検出した。 3、 4-Tで検出した黄灰白色粘上の遺構面直上から土師器73、
74が出上しており、土層観察からこの上壊墓は、同時期のものと推察され、古墳時代中期の構

築と思われる。なお、土羨墓埋土直上からは、白磁の細片 1個が出土している。 2-Tで は、
盛土下から土師質土器75が出土している。南北朝時代のものと思われる。また、この盛土層の

南東側に接して、土娠 1基 (SK-01)を 検出した。平面は精円形と推定される。断面形でみ

ると、南西側ではオーバーハングした壁面が観察できる。これから推察して袋状の貯蔵穴とし

て捉える事にした。この貯蔵穴の埋土をみると、北西側断面で後世に削り込まれた様子が窺わ

れる。埋±10、 14～16は、土壊内に推積したもので、22層は土師器細片を包合しており、古墳

時代中期のもの。直上の 2層は、土師器土器75を包合し、南北朝時代。18層の盛土は、戦国時

代のものと思われる。10、 14～16層は本土壊が濤状遺構で切り込まれた様子が窺える。なお、

9、 11～ 13層はSK-01よ り新しく、22層堆積後のものである。

A区第 8・ 11・ 15ト レンチ (挿図39) 主尾根平坦面で、現況不整な方形状の高まりに設定

した。11、 15-Tで幅0.3mほ どの浅い濤状遺構を検出したが、 8、 14-Tで は確認できなかっ

た。遺物も全く出土せず、これ以外の施設は、小規模なピット1基のみであった。性格は明瞭

ではないが、見張台等が立地する条件は具備しているものと思われる。

A区第 7ト レンチ (挿図37)数 基のピットを検出した。柱穴と思われる。遺物は全く出土
していない。
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A区第 9。 10・ 12・ 13ト レンチ (挿図38・ 40) 現況は、階段状に連接する郭とみなした所

に設定した。 9-Tで、径0.2mの小規模なピット5基を検出した。 トレンチを拡張して、ピッ
ト相互の関係を追求したが、明確ではなかった。その他に焼土拡 2基を検出した。楕円形で浅

く多量の灰化材がみられ、壁体も赤く焼けていた。

遺物は燈明皿底部76が焼土直上で出土している。10、 13-Tは同じ郭に山側から谷側に向かっ

て、ほぼ平行して設定した。法面下に掘り込まれた濤状遺構と谷側に接して平坦面を検出した。

別の郭に設定した12-Tで もこれらと同様の構造をもつ屯のを確認した。なお、10-Tの谷側

には現況でも浅い落ち込みがみられた。検出面は、小さな段がついた平坦面である。この平坦

面の谷側は基盤層が急激に落ち込んでおり、この部分には互層状に盛土を施し、郭を造成して

いた。10、 12、 13-Tでは、遺物は全く出土しなかった。

B区第18・ 19・ 20・ 21ト レンチ (挿図42・ 43) 現況は、主尾根平坦面から幅狭な北東に主

軸をもつ尾根線が緩やかな傾斜で降っており、その距離は約120mに及が。さらに、北東に向

かっては尾根幅を広げながら高度を上げてゆく。18～21-Tは、この枝尾根が最も幅広で最高

所の突端部に設定した。

それでも主尾根最高所から比べると、1l m程低い比高となる。検出した遺構は、尾根主軸線

上に長辺約10m、 短辺約 5mの長方形状平坦面や建物跡と推定されるピット3基。この郭の北

西側に接した法面下に濤状遺構をもつ平坦面である。遺物は須恵質土器 2片・鉄釘 1片が出土

している。

まとめ

鉢伏城遺跡では、数え方によっても異なるが、大小併せて18の郭が所在することが明らかと

なった。基本的には、尾根主軸線に沿って長辺約10mの長方形状の郭を最高所に配し、その北

西側に見張台状の高まりを屯つ郭と主郭を構成しているように見受けられ、郭群の中では最大

規模を測る。この主郭の西側から北側には、大小10の腰郭が主尾根主軸線上や枝尾根線に沿っ

て階段状に連接する形態をとっている。また、主郭と副郭の一部を含む主尾根の西側から南側

には、現況で延長35m、 幅1.5mほ どの犬走状の帯郭が巡っているが、主郭や副郭から4m程

降った所にあり、直接には主郭や副郭に入ることはできない事が窺える。さらに、南東側枝尾

根線にも3つの腰郭が階段状に連接しているが、主郭からは10m程降った所に当たる。今回の

調査では、上記の郭群をA区とし、B区 (北東に延びる郭群)と分割した。B区は、主郭の北

東側に延長120mに及が犬走状の帯郭と、その突端部の郭からなるが、突端部の郭には幅 lm
程の帯郭が巡っており、見張り場的要素をもつものと推定される。なお、A区、B区とも郭の

平坦面からピット、濤を検出したが、建物の復元をするに至っていないし、土塁、4bl列等も確

認していない。また、郭の造成は、尾根上を削平して、先端部に盛土を施した所も見受けられ

たが、一部の検出であり明確とはいいがたい。ところで、本城砦跡の構築時期を証明する出土

遺物は、数個の土器片であり明確にはできないが、城砦の構造上の特徴や、この数個の土器片
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H=144.50m

① 黄葉褐色～茶福色鷹植質粘質土

(表■)

② 茶偶色粘質上に炭化物,焼土ブロ
ック多量に混る。

σ ②よりやや淡い。
③ 黄灰禍色粘質土に炭化物混り。

④根の観乱

③ 責福色粘質土,地山細礫混り,
風化土。(遺構面)

⑥ 黄褐色粘質土に微細炭化物点在。

C ③とほぼ同じ。
② 青灰色コロイド質上。

③ 責福色粘質上に地山礫点在。

③ 黄青灰色ややコロイド質土。

⑩ 地山風化土。(淡黄灰色土)

O     Si=1 :100

聖 ノ

挿図36 第3・ 4ト レンチ遺構図・出土遺物実測図

挿表15 鉢伏城遺跡出土遺物観察表 (2-T・ 3-T。 9-T。 19-T。 21-T)

O    S=1:3    10 cm

5m

器  種
器

号

土

番
舞 図 図版 取上番号 法  量 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎    土

威

存

焼

保
色   調

出上

位置

器

芥

師上

高

径

ｍ

口

Ю

復

Ｖ

外部～脚柱状部。不部内面は平坦で ,

口縁部との境に段をもつ。

口縁部内外面 ヨヨナデ。

口縁部外面に黒斑有り。

そのれは風イLの熟調整不朗
^

I岡径の砂粒を

含み密。

良 好 明黄茶禍色

器

芥

師上

高

外部～口縁部。外部内面は平坦で ,

口縁部は外傾 して立ち上がる。端部

内外面 ナデ。

口縁部外面 わずかに未が残る。

1～ 2 dm径 の白

色砂粒を合み密。

良 好 淡黄茶禍色

土 師 質

ネ

径

倒

底

６ 色砂粒を含み,

淡黄茶色

土 師 質

土  器
微IB砂種を含み

密。

貝
器
恩
　

嘉

察
土

内面 ヨコナデ後 ,所 々減 い平行「 F
き。

lm径 の砂紅を
含み密。

浜言ス色
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O Pl
定
3と 3

①褐色腐植上(表土)
②茶褐色上。
③灰褐色上に赤褐色の礫混り。
①茶褐色上に礫混り。

フ
ト
レ
ン |

チ

＝
Ｈ
Ｈ
Ｈ SD-02 子 sPl  蝠

H==144.00m

|

%
O S=1:2  5m

H-142

Fl―
物

H=143.50m

④ ③Ψ

①黄褐色腐植質粘質土。(表上)
②地山風化上。(礫質)
③淡黄褐色粘質上。(所 微々細炭化物混り)
④地山風化土(粘質土)細礫混り。
③黄褐色腐植質弱粘質土,微細炭化物混り。
③④と同じ。
①根の党乱。
①根の党乱。

出土遺物実測図

③根の党乱
⑩茶褐色腐植上。
①根の党乱。
⑫根の党乱。
O絹色土。

S=1:100
0                      5m

挿図37 第 6ト レンチ (左 )、 第 7ト レンチ (右)遺構図

①黄褐色腐植質粘質土。(表土)
②地山礫多量に混る責褐色粘質土。(排土)
③黄褐色粘質土。(地山礫混り)
④暗黄褐色粘質土。(炭化物,焼土ブロック混り)
③暗褐色粘質土。(炭化物,焼土抗埋土)
① ビット埋土。(微綱礫混り黄褐色粘質土)
〇褐色粘質土。(微細炭化物と焼土ブロック点在)
①炭火物多量の焼土層でもろい。
③地山紅色大～粗礫多量と黄褐色粘質土少量の混合上で
硬くしまる。 (盛上)

⑩明黄灰色地山粗礫と黄褐色粘質土半々ぐらいの混合土
でややしまる。 (盛土)

①黄褐色粘質上に微細炭化物と微細礫混り。(盛土)
⑫明黄灰色粘質土大～粗礫点在。
○微細炭化物と小礫混り黄福色粘質上。

O     S-1:100      5m

ν    l ∩
③

Ｐ２

０
Ｐ‐
馬。
P4

「
|  サフトレンチ

142.50m 中
P斗

|

挿図38 第9。 10ト レンチ遺構図・出土遺物実測図
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挿
図
39
 
第
11
ト
レ
ン
チ
遺
構
図

T-
19

0 
  
  
  
  
  
 ~
  
  
 l
oc
m

①
褐
色
腐
植
土
。
(表
土
)

②
褐
色
土
。

③
赤
掲
色
粘
質
土
。

④
茶
褐
色
土
。

T-
21

77

挿
図
42
 
第
18
、
19
ト
レ
ン
チ
遺
構
図
・
出
土
土
器
実
測
図

サ
ブ
ト
レ
ン
チ

SD
-0
4

H=
14
2.
00
m

③

①
黄
褐
色
薦
植
質
粘
質
土
。
(表
土
)

②
黄
褐
色
～
黄
茶
褐
色
薦
植
質
粘
質
上
。

③
地
山
風
化
土
。

④
責
茶
福
色
粘
質
土
。

③
④
に
礫
,炭
化
物
(微
細
)混
り
。

③
地
山
粗
礫
混
り
黄
褐
色
粘
質
土
。

⑦
黄
茶
禍
色
粘
質
土
に
微
細
礫
炭
化
物
混
り
。

挿
図
40
 
第
12
ト
レ
ン
チ
遺
構
図

①
笹
黄
色
粘
質
土
。
(表
土
)

②
福
色
土
。

③
黄
茶
色
粘
質
土
。

①
③
と
ほ
ぼ
同
じ
。

①
責
茶
福
色
鷹
植
質
粘
質
土
。
(表
土
)

②
橙
黄
色
粘
質
土
。

③
黄
褐
色
粘
質
土
。

④
淡
褐
色
土
に
赤
褐
色
の
礫
混
り
。

③
礫
混
り
風
化
土
。

S=
1:
10
0

①
黄
偶
色
薦
植
質
粘
質
土
(表
土
)

②
茶
褐
色
粘
質
土
。

③
黄
茶
褐
色
地
山
礫
混
り
粘
質
上
。

B

ｌ ω ω ／ヽ ヽ ω ト ー

挿
図
41
 
第
17
ト
レ
ン
チ
遺
構
図

IH
=1
33
.0
0m

H=
13
3.
00
m

挿
図
43
 
第
20
・
21
ト
レ
ン
チ
遺
構
図

0 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
5m



挿表16鉢 伏城遺跡 トレンチー覧表

区 名 トレンチ番号 規模 長さ×幅(m) 出 土 遺 物 備 考

A T-1 4.0 × 10 土師器・青磁 土 羨

A T-2 26.2 × 10 土師器 土羨・盛土層

A T-3 5,0 × 1.0 土師器 ピット

A T-4 4.0 × 1.0

A T-5 5.0 × 1.0

A T-6 8 6 × 1.0 鉄 釘 ピット

A T-7 8 0 × 1 0 ピット

A T-8 7 5 × 1.0 濤

A T-9 100 X 10 燈 明皿 ピット

A T-10 12 0 × 1.0 盛土層

A T-11 9.5 × 1.0 濤

A T-12 6.3 × 10
A T-13 10 2 × 1 0 盛土層

A T-14 5 0 × 1 0

A T-15 濤

A T-16 ×

A T-17 8.6× 0 鉄 釘 ピット

B T-18 8.0×

B T-19 60× 0

B T-20 60×
B T-21 60× 0 須恵質土器 ピット

計 21

トレンチ番号 規模 長さ×幅(m) 出 土 遺 構 出 土 遺 物

T-1 9,0 ×

T-2 9,0 × 0

T-3 10.0× 0

T-4 140× 0

T-5 100 × 0

鉢伏南 区 トレンチー覧表

挿表13 小赤はだ遺跡出土遺物観察表 (2-T・ 3-T)

器  種
器

号

土

番
挿図 図版 取上番号 法  量 形 態 上 の 特 ′徴 手 法 上 の 特 徴 胎

焼威

保存
色 調

出土

位置

須 恵 器

鍵

外向欺部 回転 ヨヨナテ。

肩部平行口,き の後,浅い)キ メを施
す。

内面 青海波文叩き。

徴細砂粒を含み

緻密。

良 好 淡灰色

須 君 器 露破片。 外画 カキメ。

内面 青海波文叩き。

徴細秒粒を含み 良  好 淡青灰色

器

鉢

珂

唐

復 口径 鉄 IIIを 施す。

燭  台 緻密。 良 好 濃茶禍色
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絡
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ヽ

＼

挿図44 丹部遺跡 トレンチ配置図
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第 6節 丹 部 遺 跡

丹部遺跡は、幅狭な丘陵枝尾根が「日の字型」に、谷側 (南側)に向かって降る両端の丘陵

腹部から裾部に立地する。この丘陵は数段の階段状の地貌を呈し、遺構は各段の南北に、細長

い長方形の平坦面に所在する。水田との比高差は、27～20mを測る。検出した遺構は竪穴住居

跡 2棟、土壊 2基、ピット等である。遺物は林生土器・土師器・須恵器が出土している。以下

は、遺構を確認した トレンチのみ、その結果を概述する。

第 6ト レンチ (挿図45)

竪穴住居跡 (SI-01)1棟 と土城 1基を検出した。竪穴住居跡は、平面不整円形か多角形を

呈し、径6.2m規模と推察される。壁高は、山側で最高0。 7m、 側濤は壁際を巡り、床面は検出

面で5.7mを測る。Plは、中央ピットで 2段掘りである。P2、 3は主柱穴と思われる。なお、
検出面からは建替えは認められない。遺物は全く出土しておらず、時期は明確ではないが、本

遺構の北側に近接して造られた土壊からは、弥生土器の細片が出土している。この上壊はSI―

01に関連する施設と推定されることとSI-01の形態から秀生時代終末期頃のものと思われる。

第 8ト レンチ (挿図46)

竪穴住居跡 1棟を一部検出した。上面が後世削られたようで、壁高は最高0,lmと 浅い。遺

物は弥生土器・土師器が出土している。構築は出土遺物より弥生時代後期後半と考えられる。

第10・ 11ト レンチ (挿図47・ 48)

ピット2基と浅い落ち込みを検出した。遺物は弥生土器・土師器・須恵器が出土している。

第12・ 13ト レンチ (挿図49。 50)

12-Tで ピット2基、13-Tで ピット1基と土羨 1基を検出した。土壊は、上面楕円形状を
呈すと思われる。埋土中に古墳時代前期の上師器甕87を検出したことにより、古墳時代前期の

ものと考えられる。なお、12-Tか らは古墳時代中期の土師器が出上している。

第14ト レンチ (挿図51)

浅い落ち込みを検出したが、遺物は全く出土せず、時期、性格とも不明である。

第 9ト レンチ

濤状の浅い落ち込みを検出した。埋土はもるい褐色腐植土である。遺物は全く出土せず、時

期、性格とも不明。

第15ト レンチ

ピット3基を検出したが、 トレンチ範囲の制約のため建物の復元はできなかった。遺物は全
く出上しなかった。
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ハ ツ 凱 商

H=40.00m

甥
Pl土層断面図

① 黄茶褐色～赤茶褐色蔵植質粘質土。(表土)

②赤葉色小礫混り粘質土。

③ 赤茶色小礫混け粘質土。(中礫点在)

④ 明赤茶色礫多量粘質土。(微細炭化物点在)

③赤茶褐色(②より礫少なくやわらかい)

⑥ ④にやや褐色。

⑦③と同じ。

③赤茶色粘質土。lrl.礫少量)  
挿図45 第 6

S=1:100
0                     5m

トレンチ遺構図

O    S-1 :3   10cm

挿図46 第 8ト レンチ出土遺物実測図

まとめ

丹部遺跡では、幅狭ではあるが数段の階段状のテラス地形を利用して、弥生時代後期の集落

跡や古墳時代前期の上羨がみられた。また、古墳時代中期や後期の遺物が出土しており、この

時期の遺構が所在するのは、間違いあるまい。本遺跡は、低丘陵上で、南側に平野部を臨む良

好な立地条件を具備しており、弥生時代以降の遺跡が複合する様子が窺われる。

(松本 哲)
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P

H=38.80m

82     
◎ Pl

H=38,80m

① 黄茶褐色細礫混り薦植質粘質土。(表土)
② 黄茶掲色粘質土に中～小礫混りしまる。

8索掘暑暫辱書l僻礫混鳴ヒ■ 4ゴ m
第10ト レンチ (左 )。 第11ト レンチ (右)遺構図

①褐色上。

② 茶禍色粘質土(細礫混り)

③①と同じ。

挿図47

哨Ⅷ

一

山

■

甲
一簿

挿図48 第11ト レンチ出土遺物実測図

挿表18丹部遺跡 トレンチー覧表

トレンチ番号 規模 長さ×幅(m) 出 土 遺 構 出 土 遺 物

T-1 4.5× 1.0
T-2 8.0×  1,0
T-3 10.0 × 1.0

T-4 5.0 × 1.0
T-5 4,0×  1.0
T-6 9.8×  1,0 竪穴住居跡 弥生土器・ 土師器
T-7 9.0×  1.0
T-8 6.0×  1.0 竪穴住居跡 須恵器・ 土師器・ 弥生土器
T-9 5.0×  1.0
T-10 4.2×  1.0 2段掘 リピッ ト 土 BHl器 。弥 年 土 器

T-11 4.5 × 1.0 ピッ ト・揺状景構 須恵器・ 土師器・ 弥生上器
T-12 4,9X l.0 2段掘 リピット・ 土壊 土師器・弥生土器
T-13 ピット・ 濡状遺構 須恵器・ 土師器・ 弥生土器
T-14 7.0× 0.8 驀状遺構 上師器
T-15 9 65×  0,85 ピッ ト 須恵器・ 土師器
T-16 10.0 × 1.0
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(功L.         P2Pl

① 褐色腐植質土。

§ ξ這:ことこ子
発と小礫混り。

]P2埋
土,柱穴痕跡

Q  _____① 茶褐色腐植土。 (表土)

粘質土。 (ややしまる)

坐_三軍上上坐単__雪
m

挿図50 第13ト レンチ遺構図

挿図51 第14ト レンチ遺構図

O  S=1:100  3m

S=1:3

出土土器実測図

①禍色腐植質土。(表土)

②茶褐色土に地山小礫点在。

③ ②とほぼ同じ。

8霜 警
Jこ地山小礫肌

コ 竃皇

込み

O  S=1:100  3m

85                 0 S=1:3

挿図49 第12ト レンチ遺構図・出土遺物実測図

87

Pl
SK-02

H=38.40m

H-39.90
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挿
表
17
 
丹
部
遺
跡
出
土
遺
物
観
察
表
(8
-T
。
11
-T
・
12
-T
・
13
-T
)

器
 
種
土
器

番
号
挿
図
図
版
取
上
番
号
法
 
量

形
態

上
の

特
徴

手
法
上
の
特
徴

胎
土

成 存
焼 保

色
調

土 置

出 位

弥
生
土
器

甕

2
復
日
径

16
 6
cm

日
縁
郡
～
牧
部
の
破
片
。
榎
合
口
縁
で
や
や
外
傾
し
て
立
ち
上
が
り
,端
部
は

丸
く
お
さ
め
る
。
外
面
に
細
く
浅
い
9条
の
平
行
沈
線
を
施
す
。

口
縁
部
門
外
向
ナ
デ
。

頸
部
内
面
肖
Uり
。

l 
mm
径
の
自
色
砂
粒

を
含
み
密
。

良
 
好
茶
禍
色

(頸
部
に
ス
ス
付

着
)

8-
T

弥
生
土
器

恋

46
4

復
日
径

19
 0
cm

口
縁
部
破
片
。
複
合
口
縁
で
外
傾
し
て
立
ち
上
が
り
,端
部
は
や
や
肥
厚
す
る
。

外
面
に
平
行
沈
線
が
残
存
す
る
が
、
風
化
の
為
築
教
は
不
明
ハ

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
。

頸
部
内
面
肖
Jり
ぅ

l 
mm
径
の
白
色
砂
粒

を
合
み
密
^

良
 
好
貢
禍
色

8-
T

土
師
器

甕

2
復
日
径

19
 6
cH

口
縁
部
破
片
。
複
合
口
縁
で
外
反
気
味
に
外
傾
し
て
立
ち
上
が
り
,端
部
は
や

や
角
張
る
。
内
面
の
段
は
明
瞭
。
頸
部
は
「
く
の
字
」
状
に
ゆ
る
く
屈
曲
す
る
。

口
縁
部
は
長
め
で
器
壁
の
薄
い
養
で
あ
る
。

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
。

頸
部
以
下
内
面
肖
」
り
。

1～
2 
mm
径
の
白
色

砂
粒
を
含
み
や
や
密
。

良
 
好
明
橙
貢
色
8-
T

弥
生
土
蕃

率

4
復
口
径

19
 0
cn

口
縁
部
破
片
。
複
合
口
縁
で
や
や
外
傾
し
て
立
ち
上
が
り
,端
部
tよ
丸
味
を
持
日
縁
部
門
外
向
ナ
デ
。

頭
部
内
面
肖
‖
め
_

l 
mm
径
の
砂
粒
を
含

み
密
。

や
や
良
淡
黄
禍
色

m―
T

土
帥
器

小
型
甕

6
胴
 
部

最
大
径

15
 0
cm

胴
部
の
最
大
径
は
,中
位
に
あ
る
。

川
可
司
`外
国
タ
テ
ハ
ケ
メ
,

ヨ
コ
ハ
ケ
。

顕
部
以
下
内
面
肖
Jり
。

他
は
,風
化
の
為
調
整
不

明
。

1～
2 
mm
径
の
自
色

砂
粒
を
含
み
密
。

良
 
好
茶
褐
色

(ス
ス
付
着
)

11
-T

須
恵
器

1
破
片
。
外
面
叩
き
目
文
。
内
面
青
海
波
文
。

徴
細
粒
を
含
み
密
。
艮
 
好
外
向
慢
灰
色

内
而
灰
待

ユ
ー
T

土
師
器

甕

3
口
 
径

15
 0
cm

口
縁
部
～
体
部
。 
|く
の
字
」
状
に
屈
曲
す
る
単
純
口
縁
で
端
部
tま
や
や
角
張

る
。

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
。

内
面
肖
」
り
。

外
面
肩
部
以
下
風
化
の

為
調
整
不
明
。

l 
mm
径
の
白
色
砂
粒

を
多
量
に
含
み
, 
2

～
3
剛
径
の
白
色
砂

粒
点
在
。

良
 
好
濃
桃
色

12
-T

器 甕

師 型

土 小

5
復
口
径

12
 6
cm

日
縁
部
～
体
部
。 
|く
の
字
」
状
に
屈
曲
す
る
単
純
口
縁
で
端
部
は
丸
く
お
さ

め
る
。
胴
部
は
あ
ま
り
張
り
出
さ
な
い
。

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
。

内
面
頸
部
以
下
肖
」
り
。

外
面
他
は
風
化
の
為
調
整

コト
日 月
ハ

lm
径
の
白
色
砂
粒

を
含
み
密
。

良
 
好
淡
責
禍
色
12
-T

土
師
器

甕

14
2
復
口
径

18
 4
cm

口
縁
部
破
片
。
榎
合
口
縁
で
直
立
し
て
立
ち
上
が
り
,中
位
か
ら
や
や
外
傾
し
,

端
部
は
す
ぼ
ま
る
。
内
面
の
段
は
,明
瞭
。
顕
部
は
「
く
の
字
」
状
に
屈
曲
す

る
。
器
壁
の
薄
い
琴
で
あ
る
ぃ

口
縁
部
内
外
面
ナ
デ
。

内
面
頸
部
肖
」
り
。

徴
細
砂
粒
を
含
み
密
。
良
 
好
淡
黄
色

13
-T



第 6章  小

今回の調査は、分布調査で得た結果をもとに明らかに古墳であることがわかるものを除いて、

鉢伏城跡と高広谷遺跡を中心に試掘調査を行った。分布調査ではゴルフ場予定地をA～ Hに分

けて尾根筋を中心として行ったが全体で52基の古墳と城跡 1箇所、遺物散布地 4箇所を確認 し

た。そこでこの成果をもとに全体で106箇所の トレンチを設定 して遺構の状況をみたわけであ

る。 トレンチのかなりの部分が鉢伏城跡に集中しているのは城跡の全容をある程度明らかにし

たかったからである。その結果城跡は南北朝期に初現を持つもので (寺井氏の所見)主郭と17

箇所の郭があり、逃げ城としての性格を強く持っていることが判明した。なお海抜143mの こ

の高所に古墳時代の遺構があることも同時に明らかになった。これもトレンチ調査の成果であ

るから、全面完掘すれば更に新 しい所見を得ることが期待される。

ところで、この城跡の調査中に思わぬ発見があった。カウカツE-1の 1号墓の検出である。

もともと高い盛土も持たず周濤も確認されていなかったから既述のような弥生墳丘墓があるこ

と等予想だにしなかった。 しかし十文字に設けた トレンチから多量の土器片を検出し、更に拡

張した トレンチで石列のあることもわかった。これこそ想像だにしなかった成果であり、のち

に周辺に トレンチを入れたが、類例を検出していない。

次に重点を置いたのが高広谷遺跡であった。すでに土器片が採集されており、テラス状の地

形がみられたからである。 トレンチを斜面と平行又は直交に入れて状況をみたが古墳時代初頭

から8世紀 (奈良時代)に及が遺構の存在が明らかとなった。中には蓋芥の中に樹脂状のもの

が入った例もある。

このように当地のみならず、地域毎に精査をすれば明らかでなかった遺跡が判明し、同時に

人の生活を知る手がかりを得ることは十分考えられる所である。地下に埋蔵されている文化財

は発掘によってはじめて明らかになることが多いだけに十分の配慮を要する。 トレンチによる

試掘調査であったが多大の成果を得たことは特筆されて良かろう。

なお古墳群に関しては尾根上に位置するので今後設計変更が一部でも可能なら尾根より下に

5mで も下げて設計されることが望まれる。カウカツE-1の 1号墓も例外ではない。

(東森市良)
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国 即



安田地区ゴルフ場建設予定地空中写真 (南から)

鉢伏城遺跡遠景 (西から)



さ 母 廿 く 師 事 田 ０ イ “ 中 削 全 ）

墳
丘
上
土
器
・
石
材
(東
か
ら
)

墳
丘
上
上
器
出
土
状
況
(北
東
か
ら
)

墳
丘
上
土
器
検
出
後
(東
か
ら
)

墳
丘
上
土
器
検
出
作
業
(北
か
ら
)



国 粛 � む 母 き く 師 尊 ｍ ｅ Ｔ “ 中 削 奮 ）

2-
T・
墳
丘
(右
)(
南
東
か
ら
)

3-
T。
墳
丘
貼
石
検
出
状
況
(北
か
ら
)

3-
T、
6-
T・
墳
丘
貼
石
検
出
状
況
(西
か
ら
)

5-
T・
墳
丘
突
出
部
基
盤
層
検
出
状
況
(南
西
か
ら
)



さ 母 と く 師 事 ギ 引 ・ ３ ‐ 引

2-
T・
堀
切
(左
)・
溝
(右
)検
出
状
況
(北
東
か
ら
)

15
-T
,墳
丘
上
・
土
城
(上
)・
溝
(中
)(
北
東
か
ら
)

15
-T
・
古
墳
周
溝
検
出
状
況
(北
西
か
ら
)

国 爺 ω


